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I は じめに

尾道市教育委員会では､地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条により、

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書を作成しました。

この報告書は、「尾道教育総合推進計画｣をはじめとした施策･事業への取組状況、

成果､課題等について点検及び評価を行い､学識経験者の意見をいただくことにより、

「尾道教育総合推進計画」の進行管理や今後の事務改善等に反映させるものです。

また、報告書では、教育に関する施策・事業ごとに取組状況を整理し、成果を具体

的な数値指標で示す等、市民の皆様へ、わかりやすい点検及び評価に努めました。

教育委員会では、この点検及び評価の結果を今後の取組に活かし、さらに本市の教

育行政について説明責任を果たすことにより、市民に信頼される教育行政を推進して

まいります。

今後とも、尾道の教育に、ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第27条教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。

2教育委員会は､前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学職経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。

（平成19年6月27日改正、平成20年4月1日施行）
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Ⅱ点検及び評価の方法

尾道市教育委員会は、平成25年度に実施した事務の管理及び執行の状況について、

その施策・事業の目的、内容、取組の状況を整理し、その施策・事業の成果と課題を

点検し、評価しました。

この報告書では、点検及び評価項目は、「尾道教育総合推進計画」の施策体系に沿

って、各施策・事業に分類しています。

また、施策・事業ごとに、取組状況を整理し、成果をより明確に把握するため、具

体的な数値目標を設定することで、施策・事業の成果と課題を明らかにし、わかりや

すい点検及び評価に努めました。

さらに、施策・事業の成果と課題の点検、評価を通して、改善の方向性を明らかに

することで、「尾道教育総合推進計画」の進行管理や今後の事務改善等に反映させる

ものです。

Ⅲ学識経験者の知見の活用

尾道市教育委員会では、点検及び評価の結果に関する報告書の作成にあたり、学識

経験者の知見の活用を行っています。

教育に関し学識を有する方々から、点検及び評価の内容等について貴重なご意見を

いただきました。

これらの貴重なご意見を今後の施策・事業の取組に活かし、教育行政を推進してま

いります。
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Ⅳ教育委員会の活動状況

年 月日 内容

平成25句 4月11 第5回教育委員会定例会

4月15日 第1回広島県市町教育長会爵

4月22日 広島県都市教育長会春の総会

4月24日 第1回東部教育事務所管内教育長会鼠

4月25日 第6回教育委員会定例会

5月21日 広島県市町教育委員連合会定期総会

5月30日 第7回教育委員会定例会

6月27日 第8回教育委員会定例会

7月10日 広島県女性教育委員グループ総合

7月12日 第2回東部教育事務所管内教育長会議

7月25日 第9回教育委員会定例会

8月29日 第10回教育委員会定例会

9月26日 第11回教育委員会定例会

10月22日 第3回東部教育事務所管内教育長会闘

10月31日 第12回教育委員会定例会．

11月14日 広島県市町教育委員会連合会教育委員研修書

11月20日 第13回教育委員会定例会

12月26日 第14回教育委員会定例会

平成26畠 1月6日 臨時広島県市町教育長会認

1月23E 第1回教育委員会定例書

1月24E 第4回東部教育事務所管内教育長会蔚

1月27E 第2回広島県市町教育長会篇

2月26E 第2回教育委員会定例会

3月3日 広島県女性教育委員グループ第3回研修書

3月15E 第3回教育委員会臨時会

3月24E 第4回教育委員会定例会

－3－



平成25年度教育委員会議議案

平成25年度において､教育委員会議で審議された議案等は以下のとおりです。
それぞれの審議概要､結果につきましては､教育委員会のホームページに掲載し､公表していま

す。

i…WA
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規則員

尾道市立園鍔勝三彫刻記念公園設置及び管理条例施行規則の一部を改正するズ
則勇

尾道市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則勇

文化ホール運営委員会委員の委嘱について

尾道市スポーツ推進計画につい可

教育委員会会議録の公開請求につい可

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢千光寺公園身
例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出について

専決処分報告及びこれが承麗を求めることについて(市長が定める｢尾道市因島＃
の里ゆうあいﾗﾝド設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見、
申し出について）

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢本因坊秀策E
碁記念館設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出に弓
いて

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市公会営
条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出について

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢しまなみ交爵
館設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出について

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市因島計
民会館設置及び管理条例の－部を改正する条例案｣に対する意見の申し出につし
て

報告 I 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市民セ畠
ターむかいしま文化ホール設置及び管理条例の－部を改正する条例案｣に対すそ
意見の申し出について

報告 ！ 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市御調コ
化会館設置及び管理に関する条例の－部を改正する条例案｣に対する意見の申（
出について）

報告 1〔 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市瀬戸旧
市民会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案｣に対する意見のf
し出について

報告 11
専決処分報告及びこれが承認を求めることについて(市長が定める｢尾道市立図剰
館設置条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出について
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報告 12 専決処分報告及びこれが承麗を求めることについて(市長が定める｢芸予文化情斗
センター設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出に壱
いて

報告 13
専決処分報告及びこれが承麗を求めることについて(市長が定める｢尾道市立美1
館設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の申し出について

報告 14 専決処分報告及びこれが承麗を求めることについて(市長が定める｢尾道市立圏畠
勝三彫刻記念公園設置及び管理条例の一部を改正する条例案｣に対する意見の
申し出について）

報告 15 専決処分報告及びこれが承麗を求めることについて(市長が定める｢市立学校に力
ける授業料その他の費用に関する条例の一部を改正する条例案｣に対する意見0
申し出について）

報告 ie 尾道市嘱託公民館長設置要綱の一部を改正する要綱について

報告 17 尾道市因島地域私立幼稚園教育振興補助金交付要綱の一部を改正する要綱に弓
いて

報告 1ビ 尾道市瀬戸田地域私立幼稚園運営費補助金交付要綱の－部を改正する要綱に弓
いて

報告 IS 専決処分の報告について(損害賠償の額を定めることについて

報告
’

4 平成26年度教育委員会当初予算要求名

3月15日 3 臨8 議案

議案

15

1〔

尾道市いじめ問題認蚕委員会の設置について

県費負担教職員(管理職)の進退について内申すること

3月24日 4 定， 議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

報告

報告

1フ

n

1$

『

』

〃

4

〃

。

９
４

』

。

６
４

尾道教育総合推進計画(後期)につい可

尾道市教育委員会事務局組織並びに処務規則等の一部を改正する規則案

尾道市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令案

尾道市嘱託公民館長の委嘱について

向東小学校学校運営協議会委員の委嘱について

尾道南高等学校の授業料の減免及び徴収の猶予に関する規則及び広島県尾道ド
高等学校学則の－部を改正する規則ヨ

教育委員会事務局の管理職職員の任免を行うことについて

尾道市立因北小学校スクールバス管理運行に係る取扱要綱の一部を改正する要
綱について

尾道市立図書館指定管理者選定委員会設置要綱について



教育委員会委員名簿

(平成26年4月1日現在）

職粂 氏宅 任 勇

委員長 山北篤 平成25年1月1日～平成28年12月31E

委員長職務代理者 中司弘子 平成25年6月29日～平成29年6月28ビ

委員 村井圭一 平成26年3月24日～平成30年3月23E

委 員 中田冨美 平成23年6月29日～平成27年6月28【

教育長 佐藤昌弘 平 成 2 5 年 4 月 1 日 ～ 平 成 2 9 年 3 月 3 11

8－



V施策・事業の点検及び評価

施策･事業の体系（51項目）

政策の柱1夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成
(尾道教育みらいプラン）

－9－

基本方由 璽点目標 施策･事業名 担当閏 頁

｢確かな学力｣の向上

1－1－‘

1＝1－2

1－1－3

1－1－4

1－1－5

｢つけたい力」の明確ｲヒ
による学力向』

コミュニケーション能ゴ
の育威

情報活用能力の育威

幼保小中の滑らかな接淵

特別支援教育の充凄

基礎的・基本的な知臓・技能の習得

学習意欲の向上や学習習慣の確エ

国際理解教育の充目

情報教育の充罰

思考力・判断力・表現力等の育侃

幼児教育の充冨

特別支援教育の充。

教育指導課

教育指導課

教育指導課

教育指導課
学校経営企画鯉

教育指導課

教育指導課

教育指導課

12

13

14

15

16

17

18

｢豊かな心｣の育成

1-2-2

1-2-3

1-2-5

国や郷土・学校・家庭も
愛する心の育肘

志を抱き社会貢献を大§
にする態度の育成

生徒指導の充里

公共心・道徳性の酒養

キャリア教育の充。

生徒摺導の充冨

教育指導課

教育指導課

教育指導課

19

20

■
■
４
■

｢健やかな体』の育同 1－3－1

1-3-3

体力つくりの推進

食育･健康教育の椎ヨ

体力つくりの充宴

食育・健康教育の充実

教育指導課

教育指導課

22

23

信頼される学校づくり

1-4-1

1-4-2

1-4-3

1－4－4

1-4-5

オンリーワン､ナンバーワ
ンの特色ある学校づくし

学校の自主性・自律性、
確立

人材育成と人財活用の1
。
’
可
鼻

(マネジメント系・エキ

スパート系）

もにある学校壱
推進

子どもたちにとって魅。
ある教育環境づくり

是正指導を徹底する取剥

活力・魅力ある学校づくりの推進

特色ある教育システムの充罰

自主的研修の奨E

教職員の資質･指導力の向上

学校評職員等を活用促進する事業

尾道南高等学校の教育活動を充実す
る取組

異校種間連携教育の推遡

小中学校適正配置の推遡

学校経営令圃鯉

教育指導課

教育指導爵

教育指導爵

教育指導雷

学校経営企画鯉
教育指導課

学校経営令画
教育指導課

息

教育指導課

学校経営企画錘
b

24

25

26

27

2i

2§

3〔

訓

32
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政策の柱2学校･家庭･地域の協働による教育環境づくり

基本方金

家庭･地域の
教育力の向上と活F

地域との協働によイ
青少年の健全育成

安全･安心で質の稲
い学校施股塾6

2－1－1

2－1－2

2-2-1

2-2-2

2-3-1

2-3-2

皿点目標

家庭の教育力の向上

地域の教育力の向上と兇
月

次代を担う青少年の健含
育同

社会に貢献する勤労青4
年の健全育刷

安全・安心で質の高い今
校施設整、

安全・安心で質の高い弓
校給食施股整侭

施策･事業名

家庭教育支援事業の推進

ボランティア活動の推進

放課後子ども教室椎強事勇

次代を担う青少年の健全育成事勇

勤労青少年の健全育成事諜

安全・安心で質の高い学校施設整、
事薬

淫定こども園の設樋

ドライシステムによる給食施殿塾f

政策の柱3集い｡学び｡生かす生涯学習の推進

基本方金

多彩で活力あふれ4
生涯学習の充実

スポーツを楽しみタ
カと健康を増進す4
環境づく

3－1－1

3-1-2

3-2-1

3-2-2

亜点目標 施策･事業名

多彩な学習椴会の提側 市民への学習機会の提供

市民が集う生涯学習拠鳥
の確立

公民館の充鼠

生涯スポーツの推遡

ライフステージに応じ力
スポーツ活動の推進 競技スポーツの向J

スポーツを通じた交流の促遡

スポーツ施設の充実と昂
用

スポーツ施股の整備
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担当謀

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

庶務課
因島瀬
教育課

戸田地1

庶務課

麿務課

担当課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課
因島瀬戸田地域
教育課

生涯学習課

生涯学習課

生潅

因島
教育

学習課
瀬戸田
課

地鰯

E

33

34

35

36

37

38

39

40

頁

41

42

43

44

45

46



政策の柱4芸術･文化の継承と創造
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基本方創 亜点目糊 施策･事業名 担当解

心豊かな感性を育む
芸術･文化活動の推
進

4-1-

4-1-

心豊かな感性を育む
芸術・文化活動の推進

跨りある芸術・文化の継
承と活用

芸術・文化行事の開催と活動支援

囲碁のまちづくり活動の支援

銃書活動・鯛査研究活動への支援

絵のまち尾道四季展事業・高校生絵
のまち尾道四季展事業の実施

尾道市美術展事粟の実施

アウトリーチ活動の推進

出前暁書活動

亜要文化財保存事業

美術品等の収集及び鯛査研究の実施

文化振興関

文化振興閉

回書館

美術館

美術団

文化振興闇

図書側

文化振興閏

美術側

4

4‘

41

51

ト
ー

51

5；

5

5!

個性を生かした芸術，
文化施股の充実と連
撹

4－2－

4－2－

魅力ある芸術・文化施設
づくり。

個性を生かした芸術・文
化施設の連携

魅力ある文化施設の充雪

市民に親しまれるホールの充実

図書資料の整備・充実

魅力ある展覧会の開催畠

協働による教育普及事業の実施

図書館の相互遮捜

美術館の相育遮携の充写

文化握興爵

文化振興厨

図書画

美術側

美術館

図書旬

美術館

51

5．

51

51

61

ｑ
ｌ
ｌ

ａ
Ｆ
も

62
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・評価点検シート 施策･事業糸 基礎的・基本的な知識・技能の習得

教育総合推進計画（後期）掲載ページ
〃
ｒ
Ｌ 所管課 教育指導課

政策の柏 夢と志を抱きグローバル 会を生き抜く子どもの蔀

基本方調 ｢Wかな学力」の向上

重点目標 ｢つけたい力」の明瑠上による学力向」

目戯 授業力の向上学力調査による実態把握と改善計画の§ 倒I

内
容

1学力定着の実態を調査する取組

標準学力検査を小学校4年､5年の児童と､中学校1年､2年の生徒を対象に実施し、
本市の児童生徒の学習内容の定着状況を客観的に把握し、その課題解決をめざす上

2基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組

基礎的・基本的な知識･技能の習得を図るく

取
組
状
況
と
成
果

1学力定着の実態を調査する取組

小学校4年で国語､算数､理科の3教科を、5年で社会の1教科を実施し、全教龍

で全国平均を上回った

(全国平均との差国語十1.6算数十3.5社会十2.6理科十2.3）

中学校1年で国語数学､理科の3教科を、2年で社会の1教科を実施し、全教科
で全国平均を上回った《

(全国平均との差匡儒§＋1.2数学十1.7社会十1.0理科十0.5

2基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組．

（1）学力向上対策推進協議会の開催（年4回実施）

学力向上に向けた取組に係る協議を行った。

（2）学力向上研修会の実施(年2回実施）

校内研修の手法についての指導、組織的な研究推進及び授業改善、具体的な学力広

上策に向けての指導を行った。

（3）教科等研修会の実施

指定校研究会と兼ねて実施した
成果指標 24年度実績 25年度実績 26年渡目標 28年渡目標

｢基礎・基本」定着

状況調査通過率の

県平均と本市の差

小報－1．4

中報十1.0

小郭

中学校

＋2.5

＋2.2
づ

小鞠十4.

中学校十3.

課
．
題

1学力定着の実態を調査する取E

改善計画に基づく継続的な授業改善が必要である。

2基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組

授業改善につながる校内研修への指導を充実させていく必要がある。

5教科を中心とした取組を全教科へ広げていく必要がある。

改
善
の
方
向
性

1学力定着の実態を調査する取紅

学力向上対策事業の方向性について周知を図る場を設定するとともに、学力調査結

果に基づく授業改善に向けた取組が推進されるよう指導を行う。

授業力向上研修会においてモデル校での実践を全校へ広げる

2基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取糸［

各校の実態、実績に応じた計画的・継続的な指導を実施していく。；
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評価点検シート 施策.事業楽 学習意欲の向上や学習習慣の確ゴ

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 6 所管課 教育指導課

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 かな学力」の向上

重点目標 1 ｢つけたい力」の明瑠上による学力向Ufc

目的 学習習慣の定憲

広
容

1家庭学習を充実する取組

自主的に基礎的･基本的な知識･技能の定着を図るため、学習習慣の確立を図る
2「広島県科学賞」への出品を奨励する事業

論理的に考え､表現する力を育成し､科学的思考力､知的好奇心､探究心を高める取組
により､広島県科学賞への等へ出品しようとする意欲を高める‘

3各種検定の受検を奨励する取組

目的をもった学びの楽しさを体験させ､学ぼうとする意欲を高める

踊
組
状
祝
と
成
果

1家庭学習を充実する取組

家庭における学習の充実のために、継続して家庭学習ノートを奨励し、家庭との連
携を深めてきた。

2「広島県科学賞」への出品を奨励する事業
科学的思考力、自ら学ぶ意欲や知的好奇心、探究心を高め、学んだこと、調べたこ

となどを論理的に考え表現する力を育成するという、｢子ども科学展｣の趣旨について
の職¥が深まり、県の特選に1名、準特選に1名が入賞した。応募総数も鋤噸向で
ある。

3各種検定の受検を奨励する取組

児童生徒が目的意識をもち受検するために実施の通知をし、すべての学校で受検し
た。

成果指標 24年度尭蹟 25年度実績 26年疫目精 28年渡目標
「基礎・基本」定蒲状況糊

査（小5．中2）質間紙‘

『家庭学習時間1時間升

淘の児童･生徒醐合

小学校53.19

中学校54.鰍

小学校40.8%

中学校43.7％ 、，
小報20.研

中学校20.酬

誤
匪

1家庭学習を充実する取組

家庭学習の充実に向けた研修会を実施するとともに、家庭との連携の継続によ！
家庭学習の時間を増やすことが必要である。

2「広島県科学賞」への出品を奨励する事業
科学研究のレベルアップのための教職員の研修の充実を図ることが必要である

3各種検定の受検を奨励する取組
各種検定の受検児童生徒数は一定化されてきたため、外国語教育を充実させる取組

に重点をおく。

封
印
一
書
α
‐
万
一
胆
桝
』

1家庭学習を充実する取組
各学校が作成している「家庭学習の手引き」の活用の充実を図り、家庭学習ノーI

を奨励する．
2「広島県科学賞」への出品を奨励する事業

科学研究の手引きの作成と活用に重点をおいた指導を行う。
3各種検定の受検を奨励する取組

中学生を対象とした英語能力判定テストを新たに実施する。
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評価点検シート 施策･事業鬼 国際理解教育の充弓

教育総合推進計画（後期）掲戦ページ 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバルイ 抜く子どもの育成

基本方針 1
■

かな学力」の向上

重点目標 2 コミュニケーション能力の育成

目敵 ノr国n口華同vジノu圭、自犀罰干塞同Uノノ凹云

内
容

工閏I幻ﾏﾆｴUIUfp勤延丁廻＝ソ｡…

全校に外国語指導助手(ALT)を派遣し､実践的コミュニケーション能力の育成をめ

ざし、外国語指導助手(ALT)の授業への活用を図る･

取
組
状
況
と
成
果

』圏陶寸エリIW口割延丁…ツ句＝

全小中学校へ計画的にALTの派遣を行った《

成果指標 24年渡実績 25年度言 債 26年度目標 28年渡目標

「基礎・基本」定着

状況調査の英語の

県平均と本市の差

中学校十2.0 中学校十3． ご］ 中学校十4.（

課
達

」圏画くxVIMp勤迄丁…ソ。…

（1）児童生徒のコミュニケーション能力や英語力の向上を図る必要がある‘

（2）英語教員の英語力・指導力の向上を図る必要がある
（3）外国語指導助手(ALT)を活用し､異文化理解･国際交流活動を促進することが必

要である

改
善
の
方
向
性

工圏昨丞J L 1 p 割 延 丁 … ソ 画 一 迄 アr圏両面認周延刀凹云ソ･季奉色聖1球エ〃M口勤江丁…

る事業の2つの事業に分け、重点的に取り組む

（1）外国語教育を充実する事諜

①児童生徒のコミュニケーション能力を育成するため、外国語活動や英語科の授業

の中でコミュニケーション活動を積極的に取り入れる。また、中学生の英語力を調

査し、授業改善を通して、中学生の英語力を向上させる。さらに、中学校卒業時に

英検3級程度の英語力のある生徒50％を目標にして取組を進める，

②瑛謀敷員を対象とした英語力・英語指導力向上を実施する。

（2）国際交流活動を推進する事諜

①ALTを活用した異文化理解・国際交流事業や海外の学校との交流等を実施し、国

際理解教育を充実させる
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評価点検シート 施策･事業楽 情報教育の充目

教育総合推進計画（後期）掲載ページ ｔ
、 所管課 教育指導課・…営企画謂

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル1会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1
■

:かな学力」の向上

重点目標 3 情報活用能力の育威

目的 情報教育の充雲

広
容

1情報教育環境の整備

ICTを効果的に活用できる環境の充実を図るため、情報教育機器の整備をする。

（1）校務用のPCを職員数比100%遡庸を網寺すそ

（2）教員を対象としたプレゼンテーションを実施する

2ICT活用指導力の向上を図る事諜

教職員のICT活用能力の向上を図るため、研修会を実施｡する《

取
組
状
況
と
成
果

1情報教育環境の整備

（1）校務用のPCを職員数比100%整備を維持した

（2）教員を対象としたプレゼンテーションを1回実施したく

2ICT活用指導力の向上を図る事業

教員が効果的に情報教育機器を用いた授業を行うことができるよう、児童牛徒の情

報活用能力の育成のあり方や情報モラルの指導のあり方、及び電子黒板の活用の仕方

等を研修する情報教育担当者研修会を1回実施した。

成果指標 24年度難 25年度鶏 26年度目標 28年度目標

文部科学省調査の設陪

｢学習に対する児認

(生徒）の興味・関′［

を高めるために、コら

ピュータや提示装置オ

どを活用して資料な&

を効果的に提示する｡」

の肯定的回答割合

63.4％ ごり ク ク

謀
選

1情報教育環境の整備

情報教育の環境や情報教育機器が有効に活用されていない

2ICT活用指導力の向上を図る事業

電子黒板が継続的に活用されていない

討
叡
苧
蓄
α
方
宿
印
栂
』

1情報教育環境の整備

ICTを効果的に活用できる環境の充実を図る･

2ICTを活用した授業実施と教員の指導力の向上を図る事業

授業中にICTを活用して指導することができるためのICT活用指導力向上研修

会を実施する｡(ﾈｯﾄﾜー ｸ活用講座･電子黒抜活用講函
情報モラル教育の充実を図る。（子どもの被害防止・情報管理

情報教育推進を図る指定校によるモデル授業を実施する《
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評価点検シート 施策･事業楽 思考力・判断力・表現力等の育同

教育総合推進計画（後期）掲較ページ ｌ
、 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル1会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 確かな学力」の向上

重点目槽 3 情報活用能力の育成

目敵 図書館等の効果的な活月

内
容

1ことばの教育を充実する取紅

確かな学力の向上と豊かな人間性の育成を図ることをめざし、学習や生活の基盤と
なる「ことばの教育」を教育活動全般で推進する‘

2読書活動を推進する取組

本への興味をもち、自主的な読書活動を行う子どもの育成をめざし、読書活動の充
実及び学校図書館の活性化を推進する，

3「論理的な思考力」畷かな感受性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール
の実施

一

取
組
状
況
と
成
果

’ 一 と I工αﾉ叡官哲允天ずつ取註

｢ことばの教育の充実jを目的とした学校訪問指導校内研修指導を実施した。
2読書活動を推進する取I

学校図書館司書2名を配置し、各学校の読書活動を支援した。
3「論理的な思考力」暖かな感受樋「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール

の実施

・広島県「ことばの輝きコンクール」に全校が応募した

成果指標 24年度灘 2b牛皮蔀 26年度目標 28年度目標

｢基礎・基本」定着

状況調査（小5．

中2）児童生徒質

問紙の「理由をつ

けて話す」児童．

生徒の割合

小学校

中学校

67.2別

59.69（

尭
報

小
中

65.9％

62.8％

鮒
報

小
中

70.0％

65.0％

小報70.09

中鞭70.QM

課
題

1ことばの教育を充実する取紅

授業における言語活動のさらなる充実を図ることが必要である《

2読書活動を推進する取紅

授業における学校図書館の活用が十分でない

3「論理的な思考力」「豊かな躍性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール

の実疏

改
善
の
方
向
性

1図書館を活用した読書活動を推進する事業

読書活動を通して、情報活用能力及び思考力･判断力・表現力等を育成するため、
図書館教育の充実を図る°

･学校図書館司書を3名配置する《

･読書感想文コンクールへの出品を奨励する

･図書館担当者研修会、「子ども司謝養成研修会を実施する。零

2学力向上対策事業

｢つけたい力」をつけるため､授業において言語活動を充実させる取組を推進する8
また、校内研修等における言語活動の充実をふまえた協議会を実施する。
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評価点検シート 施策･事業楽 幼児教育の充実

教育総合推進骨個（後期）掲較ページ 1］ 所管課 教育指導課

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 聴かな学力」の育成

重点目標 4 幼保小中の滑らかな接線

目的 幼児教育の充実

広
溶

1電首つくしプランの実施

学校教育への円滑な接続と就学前の学びをふまえた指導の充実を図る
2基本的生活習慣の定着を推進する取組

家庭との連携を行い、基本的生活習慣を身につける取組を推進する
3コミュニケーション力の育成を楯崖する取組

人と主体的にかかわることができる力を育成するための体験活動を推進すそ

踊
紅
が
折
と
威
果

1尾道つくしプランの実施

尾道つくしプランの趣旨の共有化を図るため、幼保小合同研修会や幼保連絡協議会
等を実施した

2基本的生活習慣の定着を推進する取組

｢早寝・早起き・朝ご飯」「しつけ3原則（挨拶、返事､履き物そろえ)」の取組を
全幼稚園・保育所等で工夫し、実施した。

3コミュニケーション力の育成を推進する取組

友達や異年齢の幼児・児童、地域の人等、人と主体的にかかわることができる体験

活動を実施した

成果指標 24年度実績 25年度霊 26年度目屑 28年度目標

尾道市食育に関すそ

取組状況票の「朝食

を毎日食べる」幼塊

(1歳半･3調の割合

95.4呪

(1歳半

94霞6呪

(3歳）

94.8ツ

(1歳半）

94.3ツ

(3歳）

ク

98.8％

(1歳半）

98.6％

(3歳）

語
達

1尾道つくしプランの実施

学校教育へ円滑に接続するため、就学前教育をより一層充実させる必要がある

2基本的生活習慣の定着を推進する取組

基本的生活習慣の定着に向けて、家庭と連携を深めていく必要がある

3コミュニケーション力の育成を推進する取組

幼ﾉj連携教育を推進し､就学前教育と学校教育の15年間でコミュニケーション力を

育成する必要があるく

討
唖
芸
自
α
‘
万
｛
旧
松
哩

1雁琶首つくしプランの実施

専門性の高い教育研究アドバイザーを配置し、幼稚園への訪問指導､職員合同研修

会の実施や公開研究会の開催等を通じて、教諭・保育士等の資質･指導力の向上を
図る

･幼保小中合同研修会の実施

･幼保小中連携カリキュラムの作成による連携教育のｷ錘

．しつけ3原則（挨拶、返事、履き物そろえ）の実捌

･早寝・早起き・朝ご飯の取組の麺．
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評価点検ｼヘート 施策･事業完 特別支援教育の充夢

教育総合推進計画（後 ）掲職ページ 12 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル1会を生き抜く子どもの育成

基本方針 1 唯かな学力」の向上

重点目標 5 特別支援教育の充実

目虻 2庶万1J又握叡肩《ﾉﾉ九天

－

内
容

』；伺万I｣又娠認~目~乞う､天~ヲQ争乗

（1）教育的ニーズを的確に把握し､適切な指導助言及び関係機関との連携等を図るた

め研修会を実施する。

（2）幼児児童生徒の自立と社会参加に向けた支援を充実させるため、各機関との連携

"を強化した取組を実施する

取
組
状
況
と
成
果

1特別支援教育を充実する事諜

（1）学校における特別支援教育の充実を目的に､特別支援教育講座を尾道締り支援学

校で実施した。また、特別支援教育コーディネーター研修会を実施した。さらに、

県立教育センターのサテライト研修講座を2回実施したく

（2）幼児、児童、生徒の適切な就学を目的に、就学指導委員会を3回開催した。ヨ

た､大学助教､特別支援学校教育相談主任等による教育支援訪問相談を42回実施し

た

成果指標 24年度実績 25年度実慰 26年渡目標 28年渡目標

鰐
講者の肯定白

90̂ 90％ 90％ 909

課
題

1特別支援教育を充実する事業

（1）特別支援学校における研修の内容面の充実等､さらに研修の工夫を行う必要があ

そ

個別の実態に応じたきめ細かな支援の充実を図るため､特別支援教育支援員の研

修を行う必要がある｡

（2）専門家の意見を生かした実態把握､保護者理解の取組を行う必要がある

改
善
の
方
直
性

im¥支援教育を充実する事業

（1）特別支援学校の研修における授業参観、協議等、内容面での充実を図る‘

特別支援教育担当者研修会、特別支援教育コーディネーター研修会を継続する‘

新たに、特別支援教育支援員研修会を実施する

（2）訪問相談における軒弓家の意見を保護者理解や日常の支援に生かすよう、校内委

員会等の充実を図る。

■
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評価点検ｼヘート 施策･事業楽 公共心・道徳性の酒養

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 14 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 2 ｢豊かな心」の育成

重点目標 2 国や郷土・学校・家庭を愛する心の育成

目敵 公共心・道徳性の酒養

内
容

1道徳性を育成する「おのみち『心の元気jウィーク」の実施

児童生徒の道徳性の育成をめざし､学校･家庭･地域が一体となった活動を展開する‘

2社会貢献活動を推進する取溌

児童生徒の道徳性の育成をめざし、地域を中心とした社会貢献活動を推進する

取
組
状
沢
と
成
果

1道徳性を育成する「おのみち『心の元気』ウィーク」の実施

全校による道徳の時間の地域公開を実施した。また、同日、学校・家庭・地域が協

働して地域貢献活動を実施した。地域公開授業や地域貢献活動を充実させるため、事

前に各学校で道徳の指導案の検討や校内研修を行った。

その結果､公開授業･地域貢献活動とも､参力暗アンケートの肯定率が90％を超え

児童生徒の参加態度のよさが評価されている。

2社会貢献活動を推進する取組

ボランティア団体、NPO団体等と連携した各校独自の社会貢献プランを作成し実

施した。また、学校、地域により取組の差があったため、地域の祭りのボランティア

や高齢者交流など、地域の状況に応じて取組をすすめた。

成果指標 24年度実蹟 25年度実績 26年度目橋 28年渡目標

蝉
蹄

4,784人

48ツ

■■■■■■■ ー －

謀
匪

1道徳性を育成する「おのみち『心の元気リウィーク」の実施

道徳の時間の内容を充実させるために、日常的な取組を充実させていくことが必要

である。

2社会貢献活動を推進する取組

社会貢献活動への保護者の参力圃合をさらに高めていくことが必要である‘

改
善
α
方
喧
性

1道凋生を育塀る「おのみち『心の元気Iウイーク」の実施

地域教材を題材にした魅力的な道徳の授業を展開していくための指導をする‘

子ども達の豊かな人間性を育むため、心の教育の充実を図る日常的な取組を行う‘

･あいさつ“の奨励・美化運動の奨励・花いっぱい運動の奨励・飼育、錨活動

の奨励・児童生徒の作品あふれる校内掲示の奨励

学校・家庭・地域が協働して行う社会貢献活動の実施に向けて、保護者及び地域の

参加についての呼びかけを行う。
ト 抄t
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評価点検シート 施策･事業宅 キャリア教育の充員

教育総合推進計画（後期）掲裁ページ 15 所管課 教育指導闇

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバルイ 会を生き抜く子どもの育成

基本方針 2 豊かな心」の育成

重点目標 3 志を抱き社会貢献を大切にする態度の育成

目敵 キャリア教育の充実

内
容

1職業観･勤労観の育成を図る職場体験･職場見学の実鮒

2夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開＃

取
組
状
況
と
成
果

1職業観・勤労観の育成を図る職場体験・職場見学の実施

･全中学校2年生が職場体験を実施した。

･職場体験連絡協議会を実施した。

2夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開＃

･式典における、誓いのことば､激励のことばの後、5人の生徒が志宣言を行った。

成果指標 24年度実績 25年度識 26年渡目標 28年度目標

｢基礎・基本」定着

状況調査（小5．

中2)質問紙の｢夢

や目標がある」児

童・生徒の割合

小識91.7％

中学校75.7％

小報89.9％

中学校76.0％

小報90.0％

中学校80.0％

小報90.0/

中報80.09イ

課
題

1職業観・勤労観の育成を図る職場体験･職場見学の実施

各学校がねらいを持ち、実施している。職場体験を実施する事業所を増やす工夫が

必要である。

2夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開＃

一部の生徒が鋤pするおのみち立志式を､中学校校内立志式･小学校校内1／2成人

式として全校で実;施し、 対象を全児童生徒へと広げていく必要がある。

改
善
の
方
向
性

1職業観・勤労観の育成を図る職場体験･職場見学の実施

職場体験を実施する事業所を増やすために､事業所ステッカーを作成し､酉蔀する。

2夢と志の育成を図るおのみち「立志式Jの開＃

全小中学校において､校内1／2成人式､校内立志式を実施する。これまでの中学校

の取組を小学校へ広げていく。

【1／2成人式:20歳の半分の10歳になった'1学4年生を祝b励まし、これからの人

生を逼しく生き抜こうとする自覚・意欲を高めることを目的として実施する｡】
■ ●
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評価点検ｼヘート 施策･事業衆 生徒指導の充実

教育総合推進計画（後期）掲綾ページ 15 所管課 教育 ﾖ導課
』採束Uﾉ社 ： 夢と志を抱きグローバルイ 会を生き抜く子どもの育同
基本方針 2 l豊かな心」の育威

重点目標 5 生徒指導の充票

目敵 生徒指導の充票

広
君

l問題r丁勤への対砺底を充実;する事阜業

きめ細やかな生徒指導の充実をめざし、組織的な生徒指導体制を確立する
2不登校への対応を充実する事業

不登校の未然防止及び不登校児童生徒への組織的な指導体制の確立をめざ寸
3教育相談活動を充実する事業

不登校及び不登校傾向の児童生徒へのきめ細やかな対応をめざし、多様な教育相談
活動を展開するとともに、学校支援を行う

取
組
状
祝
と
成
果

1問題行動への対応を充実Fする事¥業

生徒指導体制の一層の充実をめざし、生徒指導主事研修会を2回実施した。また、
生徒指導支援講師を4校に配置した。

2不登校への対応を充実する事業

児童生徒の実態を客観的に把握し､不登校を未然に防ぐ取組として、Q-U調査(学
校満足度調劃を14校3,408名が2回実施した。

3教育相談活動を充実する事業

適応指i雛の相談負や2名のスクールソーシャルワーカーの活用により、相談活
動の充実を図るこ
L 原 音牛徐,、の

とができた。また、適応指導教室連絡協議会を開催し、情報を共有
者淫葬矛〒昂テルボで去宏

成果指標 乙4千反認 至り午辰率 26年度目将 28年度目標

暴力行為の発生件謝

いじめの認知件謝

暴力行為

小学校22件

中学校48件

いじめ

小学校27件

中学校13件

暴力行淵

小学校21個

中学校63個

いじ没

小学校29梢

中学校29個

、， 、）

課
題

l向題1 丁勤へりﾉ刈恥､と九天可O 争乗

生徒指導規程に基づいた、組織的な生徒指導を徹底させることが不十分である，

2不登校への対応を充実する鞘

Q－u調査(学校満足度調査)では､全校児童生徒が実施することができない状況が

あり、学校のニーズに対応することができていない

3教育相談活動を充実する事勇

計画的な相談活動を実施していく必要がある

改
善
の
方
債
性

1問題行動への対応を充実する事業

生徒指導主事のスキルアップを図るため、生徒指導主事研修会を開催する‘

2不登校への対応を充実する事業

新たに、学校環境適応感の測定（アセス）と活用の取組を行う。全児童生徒を対象

として、学校環境に対する適応状況を調査し、結果を学級経営に生かすとともに

個々の児童生徒へのきめ細かい対応の充実を図る
3 教育相談活動を充実まる事業．．

適応指導教室の相談員やスクールソーシャルワーカーによる家庭及び児童生徒への
的確な支援及び相談活動をさらに推進する巴
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評価点検シート 施策･事業楽 体力つくりの充実

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 21 所管課 教育指導課

攻 その柱 ： 夢と志を抱きグローバルイ 会を生き抜く子どもの育賊

基本方針 3 ｢健やかな体」の育成

重点目標 ： 体力つくりの推進

目的 体力つくりの！ 錐

〆
君

1体力の向上を図る事業

児童生徒一人一人が目標をもって運動に取り組むために、小中学校において帯
体力テスト葬圭施し子の結早券I原音雄往の陸ﾅ1ル苛宙雨fl能ﾅ]のtnll-t戸生,創十

踊
綻
献
折
と
成
果

11卒刀の同上を凶る畢乗

小中学校において、児童生徒の体力・運動能力の状況を把握するため、全校で新体

力テストを実施した。各学校は、調査結果に基づいた改善計画を作成するとともに、
HPで公表した。

新体力テストの結果から、体力・運動能力向上のための指導方法等の改善計画を

盛り込んだ体力向上のための推進計画を教育計画に組み込んでいる学校がある。
成果指標 24年度実頼 25年度実績 26年渡目楊 28年度目標

体力・運動能力調型

の全国平均以上の浦

目の割合

小5年

男子3/8種目

女子3/8種巨

中2年

男子1/9種目

女子2/9種目

※尾道市:H2<

全国:H2:

小5年

男子4/8種E

女子4/8種E

中2年

男子1/9種目

女子2/9種目

※尾道市:腿5

全国:H23

ご］ 己

誤
愚

1体力の向上を図る事業

（1）小学校・中学校ともに、体力の合計点が県平均を下回っている学年が多い《

また、測定種目別の結果から、小学校では､男女共､握力、反復横とび､50m走、

ボール投げに課題がある。

（2）各学校の体力向上に向けた具体的な取組が不明確である

一
改
善
α
方
喧
性

1体力向上対策事業

（1）市内全体の児童生徒の体力・運動能力の向上を図るため、児童生徒の体力におけ

る課題とその背景を分析し、各学校において改善計画に基づく取組を行う

（2）体力向上プログラムの策定と実施する

体力向上推進校における先進的な取組の実施と普及を行う。また、教員の指導力

向上を目指した研修会を実施する
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評価点検シート 施策･事業糸 食育・健康教育の充冥

教育総合推進計画（後期）掲職ページ 23 所管課 教育指導課

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバルイ 会を生き抜く子どもの育成

基本方針 3 H達やかな 本」の育成

重点目標 3 :反肩・腫庫叡再(〃ず…

目的 食育・健康教育の充実

広
君

上そ艮育・嘩認官乞九天v0月恥且

学校における系統的な食育･健康教育を確立させ､児童生徒の健康づくりの推進を
図る取組を実施する。

2食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施

児童生徒の食生活や健康に対する興味・関心の向上を図るため、児童生徒・保護者
及び地域が共同する事業を実施する‘

3基本的生活習慣づく りを推進する取組
善的生活習慣の確立葬図ろため‐「早寝.早紀弐・朝F禽飯、唾力の酌網葬圭祢寺ス

即
紘
献
折
と
成
果

1罵皮肩・唾裂頁乞九天~ヲ｡月X魚 且

食育研修会を実施し､栄養3食・3色運動の周知を図った°毎月19日を｢感謝｡完
食の日」として、食べ物を無駄にしない運動を実施した

2食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施

おのみち市民健康まつりと連携して、健やかフェスタを実施した。
3基本的生活習慣づくりを推進する取組

給食指導、給食放送､試食会、たより等で「早寝・早起き・朝ご飯」運動の啓発を
実施した

成果指標 24年度実績 25年渡離 26年渡目屑 28年度目標

｢基礎・基本」定差

状況調査(小5。中2

の質問紙の「毎日車

食を食べる」児童

生徒の割合

別
別
．

９
９

報
詫

小
中

小藷96.4％

中学校93.7％

ク ク

誤
患

上瓦肩・躍犀叡肩ぎう心天ツQ月“

食育・健康教育の取組を具体化させることが不十分である《

2食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施

より多くの児童生徒の参加を期待したい‘

3基本的生活習慣づくりを推進する取組

継続的に「早寝・早起き・朝ご飯」の啓発を行っているので改善は見られるが目標

値にはまだ達していな1<¥
一
噸
等
書
α
，
方
佑
咋
概
］

1食育・健康教育を充実する取組

食育､健康教育の指導力等の向上を図るため、研修会を実施する｡

2健やかフェスタの鋤

健やかフェスタの取組と各学校の取組との関連を図っていく《

3基本的生活習慣づくりを推進する取組

引き続き「早寝・早起き・朝ご飯」運動の取組を実施する
b L
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評価点検ｼヘート 施策･事業楽 是正指導を徹底する取淵

教育総合推進計画（後I ）掲職ページ 24 所管課 学校経営企画語

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル き抜く子どもの育成

基本方針 』 信頼される学校づく！

重点目標 1 オンリーワン､ナンバーワンの特色ある学校づく《

目的 是正指導のさらなる充実

広
容

1是正指導を徹底する取組

法令等に則り、一層適正に学校運営と教育指導が行われるよう、是正指導の徹底4

内実化を図り、教育改革の基盤づくりを行う。

取
組
・
状
祝
と
成
果

1是正指導を徹底する取組

（1）学校運営組織の機能化・活性ｲヒ

校長会議､校長会において学校管理運営指導を図るため､管理職研修会を実施した

また、学校評価表や自己申告書に基づき、学佼管理運営に係るヒアリングを実施し、

校長等から直接、学校管理運営等についての状況を把握でき、指導・支援を行った。

（2）服務規律の徹底

定期的な服務規律研修会として、校長会議､校長会において服務規律確保に向けた

指導を実施した。また、重大な不祥事等が生起したときには、服務規擁保の徹底を

図るため、速やかに臨時校長会議を開催し、指導の徹底を行った。

成果指標 24年度錨 25年度実瀬 26年渡目樗 28年度目標

》
船

目の実施
10則 10鰯 10州 10脇

－

謀
匪

←垂雨並口
」正エ丁日寺江1…ソ包月刈廻

（1）是正指導を風化させない取組

是正指導から15年が過ぎ、是正指導を知らない教職員が坤勃pしている

（2）服務規律の徹底

体罰・文書管理等、月離規律に係る事案が生起した

改
善
α
方
広
性

1是正指導を徹底する取組

（1）若年層の教職員に対して、市教委主催の研修会（初任者研修、5年目研修）等に

おいて、是正指導に係る指導の充実を図る。

（2）服務規律の徹底を図るため、校長会議等だけでなく、教職員指導に大きく係る教

頭等を対象とした学校経営サブリーダー研修会においても服務研修の充実を図る．

色 ●



－25－

評価点検シート 施策･事業名 活力・魅力ある学校づくりの推進

教育総合推進計画（後期）掲職ページ 24 所管課 教育指導課

政策の柱 ： 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育威

基本方針 4 信頼される学校づく！

重点目標 ： オンリーワン、ナンバーワンの特色ある学校づくI

目虻 活力・魅力ある学校づくりのキ 誰

防
溶

11守巴めつ叡官句↑ｦEと子匪す｡畢柔

市の教育課題を実践的に研究する学校を指定し､本市教育の課題解決を図る｡また

教育課題に係る研究をより効果的に進めるために複数校が共同で研究を進める。
2潤いのある学校づくりを推進する取組

地域に奉仕し､学校を愛する心を育てるとともに､豊かな情操と感性を育てるため、

花いっぱい運動を推進する

琢
紅
＃
折
と
励
芽

1R守巴めっ教育句『ｦ悩琶子壁する争栗

本市における教育課題の解決及び教育の質の向上をめざし､教育研究指定校を8校

教科等研究指定校を9校指定した。広く研究内容の普及に努め、尾道市内全校に研究

成果を発信した。

さらに、同一校種間による共同研究、また校種間をこえた幼保小中共同研究を推進

したり、他校の研究成果を積極的に取り入れたりする学校が鋤pしてきている！

2潤いのある学校づくりを推進する取組

｢環境緑化推進事業」を実施している農林水産課と連携し、各学校の児童生徒による

花いっぱい運動や校内掲示の充実を推進したく

成果指標 24年渡実績 25年渡実擢i 26年度目偶 28年度目標

＝唾一…今にﾉ画秒､似L”uロェロ

(小5．中2）質問紙

の「学校は楽しい」児

童・生徒の割合

小学校86.0̂

中報83.79イ

小報82.89イ

中学校83.59イ 台 ご

謂
思

l 狩巴めつ教育句惨廿と子匪~すO 畢 乗

研究内容に偏りが見られ、学校の特色が見えにくかった

指定校の研究内容の市内全体への普及が十分とはいえなかった

2潤いのある学校づくりを推進する取組

各校の児童生徒による環境整備をさらに促進させることが必要である。

改
善
の
方
向
性

1特色ある教育研究を推進する事業

｢教師力・学校力」の向上を図るため、指定校の再編を行う《

先行事例を研究し、市内全ての学校への普及を図るためのモデル校を設置する

2詞交文化・伝統づくりの推進

自信・誇りの持てる学校文化をさらに高め、伝統として定着させるため、特色ある

学校づくりを推進する。
G 1
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評価点検シー｝ 施策･事業楽 特色ある教育システムの充実

教育総合推進計画（後期）掲栽ページ 21 所管課 教育指轄裸

政策の柱 ： 夢と志を抱きグローバル1 抜く子どもの育同

基本方針 4 信頼される学校づく’

重点目標 ： オンリーワン、ナンバーワンの特色ある藷づく

目敵 活力・魅力ある学校づくりの1龍

内
容

1学校選択制度を充実する事業

（1）保護者、児童生徒の多様なニーズに応えるため、学校選択制度を充実する

(2)特色ある学校づくりを展開し､学校の活性化を図り、開力れた学校づくりを促遁
する。

用
溌
＃
訳
と
励
昇

1学校選択制度を充実する事業

（1）学校公開日程や学校の取組等について、学校紹介冊子や市のホームページ及び肱

報おのみちを通して、保護者への周知を図った

（2）学校選択制度を利用し、入学希望申請のあった学校は、小学校21校、中学校1

校であった。（平成26年度入学

成果指標 24年度実績 色D1F医＝膜 26年渡目標 28年度目槽

尾道市学校選択制目

に関する保護者アユ

ケートの「学校選＃

制度は今後も継続す

べきと思う」保護者

の割合

小84.2引

中91.1$
－

' ご〕

闇
匙

1学校選択制度を充実する事業

（1）学校選択希望申請者が受入可能人数を超えて抽選対象となる学校がほぼ固定化し

,ており、ニーズに偏りが見られる。

(2)平成24年度アンケート結果から地域とのつながりの変化について､児童(25.0%)

生徒(20.3%)小学校保護者(31.6%)中学校保護者(32.1%)が弱くなったと息

じている。

訳
》
義
匡
α
‐
王
坐
胴
側
］

1学校選択制度を充実する事業

（1）特色ある学校づくりの展開、学校の活性化、開力れた学校づくりの促進等、郭

の取組を支援し、積極的に情報発信に努める。

（2）地域行事への参加を継続するなどして地域とのつながりを考慮するよう、制度禾I

用にあたって保護者等へ周知を図る

わ
わ

寸
○
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評価点検シート 施策･事業宅 自主的研修の奨励

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 26．27 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成

基本方針 4 信頼される学校づくり

重点目標 2 学校の自主性・自律性の確立

目虻 学校の自主性・自律性の確立

内
容

1尾道教育研究会を支援する取削

（1）各教科等の教育内容や指導方法等の充実を図るため、授業研究等の部会の取組に

ついて、指導助言を行い、教員の授業力・指導力の向上を図る

（2）尾道教育研究会の研究の手法を指導し、教育研究を推進する

取
組
状
況
と
成
果

ユ龍逗錘 同 P " I フ 世 云 延 … ｿ 包 密型

（1）尾道教育研究会主催の研修では、部会別の授業研究を一斉に実施する等により、

参加者を増やすことができた。

（2）5教科（国語、社会、算数･数学､理科、英語）の評価問題集の作成をするよ；

指導した‘

成果指標 24年度蛾 乙、千反… 26年疫目標 28年渡目標

｢塞薩

緬
鞄

状
県

基本」定着

査通過率の

と本市の差

小学校－1.‘

中学校十1.’

小報十2.’

中学校十2.I
ご］

小報十4.（

中学校十3.（

課
題

1尾道教育研究会を支援する取澗

（1）部会へ参加しやすい体制づくりをする必要がある‘

（2）開催される部会だけで評価問題の協議を行うことは難しいため、情報共有や意員

交流のシステムを見直す必要がある。

改
善
の
方
向
性

1尾道教育研究会を支援する取組

（1）中学校においても夏季休業中の部会を同日開催するなど、会員が参加しやすい体

制にする。

（2）部会の研究内容と市の事業内容、及び校内研修の内容が結びつく活動内容となる

よう、部会及び校長会との連携を密に行う

◆ 一b
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評価点検シート 施策･事業堰 教職員の資質･指導力の向上

教育総合推進計画（後期）掲職ページ 28 所管課 教育指導課

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育威

基本方針 4 信頼される学校づく！

重点目標 3 人材育成と人財活用' 錐（マネジメント系・エキスパート系

目的 ｢執緬力」の向上

内
容

1教員の資質・能力の向上を図る職識U研修の実施

教員の資質･能力を高めるため、経験年数やニーズ等に応じた研修を実施する。

2授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入

授業づくりや板書等、教員一人一人の授業力の着実な向上をめざして、授業観察シ

ステムの導入を図る｡

3校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施

校内研修等における指導の充実を図るため、指導主事等を派遣する

取
組
状
況
と
成
果

1教員の資質・能力の向上を図る職能別研修の実施

（1）尾道市初任者研修を2回実施した

（2）主任等研修を各2～4回実施した

2授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入

授業評価表を活用した授業研究を80％以上の小中学校で実施した

3校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施

各校の校内研修等へ計画的・継続的に指導主事等を派遣した。（年間313回I

成果指標 24年渡実績 25年疫実績 26年度目橋 28年度目標

｢塞蕗 基本

状況調杏通過

県平均と本市

鐸
麺

の吾

小報1.4

中墳交+1.0

小詫十2．

中学校十2．
ヴマ

＋4.0

+3.0

謀
麗

1教員の資質・能力の向上を図る職肖閉り研修の実施

指定校の取組や国や県の長期研修等の還元が不十分である

2授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入

授業研究における研究協議の深まりが不十分である‘

3校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施

各校への系統的な指導が不十分である，

改
善
の
方
喧
性

1教員の資質・能力の向上を図る職肯閉り研修の実施

各種研修会のニーズをとらえた計画的実施及び全校における還元方法の改善を区

る

2授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入

観察の視点の焦点化及び各校の課題(実態)に応じた授業評価表の見直しを図る

3校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施

1校へ複数の指導主事を派遣することで、多面的・多角的な実態把握を行う。，
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評価点検シート 施策･事業宅 学校評議員等を活用促進する霊

教育総合推進計画艦期）掲餓ページ 30 所管課 学校経営企画課・教育指導瀞

政策の柱
1

夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成(尾道教育み‘
いプラント

基本方針 4 信頼される学校づくI

重点目標 4 地域とともにある学校づくり庇 創

目的 特色ある教育システムの充笑

広
容

1学校評議員等を活用促進する事業

地域の実情に応じた「特色ある学校づくり」を推進するため、学校運営に地域住民
や保護者が参画できる機会を提供する。

2学校運営協議会を充実する取組

学校運営に地域住民及び保護者などが参画することにより、学校運営の基本的な方

針の決定や教育活動の実践に地域のニーズを的確かつ機動的に反映させるとともに、

地域に開かれた信頼される学校づくりに向けた体制の確立を図る°

取
組
状
況
と
成
果

1学校評議員等を活用促進する事業

平成14年4月1日から施行されている尾道市学校評議員設置要綱により､学校評議

員は､校長の推薦に基づき、教育委員会議の承認を受け､教育委員会が委嘱している。

推薦者について、年齢層・男女比を考慮し、幅広く意見を求めようとしている。少し

ずつ女性や若年層の学校評議員を推薦しようという意識が向上している。

2学校運営協議会を充実する取淵

土堂小学校については、学校i壁営協議会のシステムが機能し、ミッション・ステー

トメントに基づいた評価に関わる部分を教育活動に反映させることができた。

平成25年4月に新たに指定となった向東小学校についても､学校運営協議会を設置

し、ミッション・ステートメントに基づいて、地域・学校・保舟謹者が共通の目標をモ

つことができた。また地域と学校をつなぐコーディネーター役により、地域人材の発

掘ができ、効果をあげることができた。

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年度目標 28年度目標

学校運営協議会設置

校保護者アンケート

結果の達成率

(肯定的割合）

70.1% 68.3％ 8呪以上 8眺以」

課
匪

1学校評議員等を活用促進する事業

年齢構成や男女比が維持されるよう､適正な推薦がされる体制を整える必要がある‘

学校評議員の再任について定められておらず、同じ人が長期間委嘱されている。

2学校運営協議会を充実する取組

ミッション・ステートメントに基づいた地域・学校・保護者共通の目標を、さらに

池或･保舟痩者に浸透していく。

改
善
の
方
慣
性

（1）学校評議員の再任については人物重視だが、再任回数についても実態に応じて検

討する必要がある。

（2）地域の実情に応じた「特色ある学校づくり」を推進するため、学校運営に地域住

民や保護者が参画できる機会を提供する。

（3）情宣活動を充実させることで、さらに地域･学校･保護者をつなぐ取組を進める‘
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評価点検ｼヘート 施策･事業糸 尾道南高等学校の教育活動を充実する取淵

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 3 0 所管課 学校経営企画課・教育指導瀞

政策の柱
1

夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育成梶道教育みら
いプラン

基本方針 4 信頼される学校づく！

重点目標 4 地域とともにある学校づくりの！ 鍵

目的 特色ある教育システムの充雲

広
君

､ユ尾埋I洞｢目】守詞XUノ塞門1口翠延〃凹禾ｿ包銅池

働きながら学ぶ生徒の確かな学力と豊かな人間性を育て、立派な社会人として商都

尾道に貢献する人材を育成するため、米づくり体験等の活動や公開研究会開催に対す

る支援を行い、多様な生徒のニーズに応える特色ある教育活動の充実を図る｡

踊
紅
が
折
と
威
果

ユメ匂旦1石I司寺毒vﾉ認目1画里"逐うE天ヲQ別刈迦

（1）公開授業研究会・教育研究発表会には、指導主事を派遣し、きめ細やかな指導段

言を行った

（2）授業では、生徒の学習意欲を高め主体的に活動させることを目指した授業づく’

に向けて授業改善を図った。またきめ細かい配慮・支援等の教育的な支援の観点に

立ち、キャリア教育の視点で教育活動を推進するよう、授業参観･指導助言を日常

化するなど、積極的な改革・改善を進めた。教育研究発表会、オープンスクール

文化祭等において、参力[渚数も鋤噸向にあり、着実な成果が表れている

（3）他校と合同で一連の米づくり体験の取組を実施するとともに、収穫物を文化男

や調理実習で活用を図ることにより、それぞれの活動を連鎖させた取組ができた
1，房.劃~~一一－0･~q一・国

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年疫目損 28年渡目標

学校実施アンケート

の「学んだり体験し

たことを将来の生活

に生かそうとしてい

る」生徒の割台

86.7％ 76.1％ 8脇以上 8鵬以上

語
懸

l電旦用I罰寺字可父の教育宿勤を允実~す-つ取恥且

（1）生徒の多様な学習実態に対応した、基礎的・基本的な知識や技能を身に付けさせ

る指導を行う。

（2）生徒が見通しを持って主体的に活動し合い、思考力・判断力・表現力を高める学

習の場を設定すを

（3）家庭や地域を巻き込んだ積極的な学校運営を行う

封
幽
義
』
α
，
天
倫
．
判
］

教育活動を充実する取組の学校高等尾道南1

関係形成能力を高めるコミュニケーション能力の向上を図る。

体験的な活動を取り入れた教育活動を行う

自己表現を目指すキャリア教育の推進を図る。

担任者会や教育支援会議等の更なる充実と機能化を図り、生徒に関する情報や課

明確にする。。組織全体で

（1）人間

（2）体験

（3）自己

（4）担任

題等を

（5）教育教育的な支援の視点に立った教材の創造と精選を推進する。
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評価点検シ､一ト 施策･事業名 異校種間連携の掴

教育総合推進計画（後期）掲栽ページ 3］ 所管課 教育指導調

政策の柱 1 夢と志を抱きグローバル社会を生き抜く子どもの育威

基本方針 4 信頼される学校づく！

重点目標 4 地域とともにある学校づくりの推遡

目的 特色ある教育システムの充実

広
君

1異校種間連携による教育活動を推進する取組

地域の特色を生かした幼保小連携教育を推進し、系統的かつ効果的な教育内容を倉！

造する

2幼保中学校の連携教育を推進する取組

校種間の研修､授業交流等を行い、「小1プロブレム」「中1ギャッズl解消を図る，

踊
紅
献
折
と
威
果

1異校種間連携による教育活動を推進する取組

（1）国の指定による幼小連携教育の研究を1地域で指定を受け、その連携教育の多

体的な内容について公開保育を実施し、市内外に情報発信することができた。

(参力暗147名）

(2)市内全ての就学前教育施設長及び小学校を対象とした幼保小合同研修会を実施し

連携教育の重要性について共通認識を図ることができた

参力暗公立保育所16名、法人保育園10名、公立幼稚園20衆

私立幼稚園4名、認可外保育所9名、小学校28名、合計87名

2幼保小中学校の連携教育を推進する事業

毎月の校長会等で、幼保小中学校の連携教育について指導を行った

成果指標 24年渡実績 25年度実績 26年度目椙 28年疫目標

区

連携

の

プロシ

ある掴 6校区 6校区 谷 ク

謂
思

1異校種間連携による教育活動を推進する取組

(1)国の指定を受けた1地域においては､特色ある連携教育を進めることができたｶミ

全市的な取組へと広げることはできなかった。

（2）改訂された学習指導要領や幼稚園教育要領及び保育所保育指針において重視され

ている連携教育の推進が不十分である

2幼保小中学校の連携教育を推進する取組

幼小中連携プロジェクトを実施する校区が鋤pしない

改
善
の
方
向
性

1異校種連携による教育活動を推進する取組

（1）本市において県幼児教育研究大会を実施することを通して、取組を全市へ広げて

いく。

（2）専門‘性の高い教育研究アドバイザーを配置し、子育て支援課との連携を密にしな

がら、幼稚園への指導を充実させる。

（3）幼小中連携だけではなく、幼小連携、小中連携といった各校区の実態に応じた連

携を行うよう指導する。
U

わ



－32－

評価点検シ､一ト 施策･事業宅 小中学校適正配置の推進

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 32 所管課 学校経営企画課

政策の柱 弓 夢と志を抱きグローバルイ 会を生き抜く子どもの育同

基本方針 4 信頼される学校づく《

重点目標 5 子どもたちにとって魅力ある教育環境づく！

目的 より良い教育条件・環境の実現

広
君

上刈､甲誕固止閏巳直を…?ずつ取爺且

より良い教育条件や教育環境の充実を図るため、全市域を対象として小中学校の配

置の見直しを行う。

平成23年12月に策定した「尾道市立小・中学校再編計画」に基づき、小中学校の
;商TFBP層に雨h細才p‐

扉
溌
が
折
と
威
果

上ノ｣､甲諏]固唾己直を…す｡取爺且

原田中学校については、平成25年3月に関係者から一定の理解を得ることができ、

通学バスや規定品の支給についての調整､統合前の学校間交流の実施などにより、平

成26年4月の統合に向けた最終準備を行った。

因島南地域については、説明会の開催などにより保護者や地域住民と協議を行い

平成27年4月の統合について理解を得ている｡新設校の開校による統合であり、学校

名、制服などの規定品、通学路や通学バスなどについて継続して協議している。

向島地域については、保護者の醐革を得ることができず、一定の冷却期間を置くこ

ととしている，

成果指標 型坐調え…I Z⑨牛皮雲 Zb牛度雫 28年疫目層

小学校10校

中学校2校

※再編計画・鋤

一

南小学校

東生口小詫

生口中学校

※腿4月飴

原田中学校

※I醜4月給

土生小学校

三庄小学校

謂
匙

lノJ,甲誕固止目直直を子匪~ﾜｰO取恥且

向島地域については､保護者の理解を得られなかったため一定の冷封醐間を置くこ

ととしており、今後の対応について検討が必要である。

北部4小学校の統合協議は原田中学校の統合後としており､平成26年度から保護者

や地域との協議を始める。

改
善
の
方
向
性

1小中学校適正酉遁を推進する取組

地元関係者との協議を継続実施し、課題事項の抽出及び対応策の検討を行う

廃校後の卵ｵ暁ﾘ用等についても、他の部署とも連携しながら検討を行う，

再編計画の短期計画が平成28年までとなっており、平成27年度以降、再編計画全

体の見直しについても検討を行う必要がある。

なお、短期計画に位置付けたものについても、協議の進行状況を勘案しながら、見

直しをすべきかの検討を行昌
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評価点検シート 施策･事業宅 家庭教育支援事業の推遡

教育総合推進計画(後期)掲載ページ 3 3 所管課 生涯学習調

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による諺 ず環境づくり

基本方針 1 痢蓬・地或の教育力の向上と活用

重点目標 1 家庭の教育力の向上

目敵 家庭の教育力の向上

内
容

一

取
組
状
況
と

成
果

l家廷叡育息観坐の美肌且

子育てが安心してできるよう、様々な機会を通じて、家庭教育の重要性や基本的生
活習慣、親子のあり方など家庭で必要な教育について、子どもの成長段峰IJ(乳幼児
期・学童期･思春期・親育ち)に学習機会を提供する。

2家庭教育を支援する体制の充弓

地域における推進体制を整えるため、子育てサポーター（子育て活動支援者）等の

養成や支援組織の育成を行う

1家庭教育諭聖の実施

保育所､幼稚園、小学校、中学校の保護者会や参観日、子育てサロンなどの活動E

を活用して家庭教育講座を51講座(Mi幼児期29講座､学童期11講座､思春期5講座

親育ち6講座）実施した。アンケート結果は、講座の内容が適切で家庭で役立てたい

との回答が多く、家庭教育の重要性を認識してもらえた。

2家庭教育を支援する体制の充実

家庭教育支援のための取組に携わる子育て支援者の育成や資質向上を図るとと吃

に、地域における支援活動の企画・運営を担う人材を養成するため、子育て支援連続

講座を実施した

家庭教育支援の地嘘組織である向東地区家庭教育支援チームについて、識師闘金の

助成等の支援を行い､家庭教育講座を12講座実施した。

成果指標 24年度雛 25年度実債 26年度目梧 28年渡目標

学習講座の参加者数 4,630人 4,414人 5,000人 5,000人

謀
達

1さらに、より多くの保護者等に受講してもらうよう取り組んでいく必要がある。

2地域に根ざした家庭教育を推進するため、子育て支援者の育成や資質向上を図ると

ともに、家庭教育支援チームについて引き続き支援する必要がある。

改
善
の
方
直
性

1子育て講座の実施方法の工夫や、より広く市民への家庭教育の場を提供するととも

に、啓発資料の開発・酉姉など、きめ細かな取組を行う。

2新たな子育て支援者を育成するための講座や研修を行うとともに、現在活動してい

る支援者に対しても研修を行い、資質向上を図る。家庭教育支援チームについては、

他地域の活動につながる よ う 引 き 続 き 支 援 し て い く ｡ ‘ 。
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評価点検シート 施策。 罪業名 ボランティア滴 伽 篭 僅
一

教育総合椎 §計画(後期)掲較ぺ－う 34-3! 日下営課 生涯字音訴

政策の帽 学校・家庭・地域の協働によそ教蔑競づくり

基本方金 家庭・地域の教育力の向上と活斥

重点目屑 *蝉の教育力の向上と活用

目的 地或の教育力の向上

内
容

1自主的な学習活動の支援

社会教育関係団体等の市民参力哩の団体活動を支援するとともに、各種社会教育団伺

の育成・自立のため、相談・指導を行う

2教育ボランティア等の発掘･養成

［

報やj1噸における子どもたちの活動を支援するボランティアを発掘するとともに

意識醸成のための研修会を実施する

3報蝦活動の仮弛

教育ボランティアの活蹴内容の拡充やボランティアリストの有効活用等により、封胸

による学校教育を支援する体制を確立し、学校教育支援活動を促進する。

取
・
組
状
況
と
成
果

1自主的な学習活動の支援

を鮒謂細体への鵬こより活動支援を行うとともに市PTA連合鍔と連携して家庭

教…を鋤することにより、協軌こよる糊〔鯛…育力○句上力掴らｵじている

教育ボランティア等の発掘・養成

教育ボランティアを募集して作成したリストの中から学校が、登録者に各種の活動を

依頼した｡教育ボランティアによる学校の環境整備､子ども達の通学の見守り等により、

学校教育活動の充実はもちろん、地域全体として教育力の向上が図られている。

3地域教育支援活動促進事業の実施

土峨全体娃伽勺に子どもの教育を支援する体制を構築し､ボランティアによる学校支援及び

…による澗沸を行うことを目的として､jｵ蝋…動睦事業を謎 し

た鰍25鞭まで74戦…。学佼支援ボﾗﾝﾃｨｱ…として､糟…､環

…､識…､登下臓封簿､クラ鋸罰j…鈍さｵ1へ地域と学校とa

つながり力課まるとともに､子どもたちが劉認…を得るなど一定の溌縦あ

げた。

成果指慢 24年度実緩 25年度実績 26年度目標 28年渡目標

鱒罰
ランティア

508人 476人 480人 500人

課
題

1地域の活性化と連帯感を高めるため、社会教育関係団体等の市民参加型の団体活動を

引き続き支援する必要がある。

2教育ボランティアの活動内容、事業の効果を学校・地域・家庭に広く周知し、より蛎

広い年齢層のボランティアへの参加を呼びかけていく必要がある。

3すでに実施中の地区においては､定着に向けて引き続き支援するとともに､市内他学区に

おける事業実施を促進していく必要がある。

改
善
の
方
向
性

1引き続き社会教育関係団体への助成等により活動を支援するとともに、協働による剛

組を進める。

2教育ボランティアの活動事例等をパンフレットやチラシ等により広く周知するとと（

に、新たな教育ボランティアの発掘や養成のための研修会を実施する。‐

3全市的な事業展開とするために、今後も実施校（地域）を増やしていく‘
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評価点検ｼヘート 施策･事業鬼 放課後子ども教室推進事業

教育総合推進計画《舞鋤掲載ページ 3 所管課 生涯学習調

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による孝 苛牽づくり

基本方針 1 家庭・地域の教育力の向上と活用

重点目標 2 jｵ蟻の教育力の向上と活係

目的 iｵ錘の教育力の向上

内
容

1放課後子ども教室推進事業の実施

放課後等の子どもたちの安全・安心な居場所として放課後子ども教室を開設し、学

校・家庭・地域の協働により心豊かでたくましい子どもの育成を図る°

（1）地域が一体となって子どもたちを支える体制を整備する⑮

（2）子どもたちに体験・交流活動など豊かな活動内容を提供する‘

取
組
状
祝
と
成
果

1放課後子ども教室推進事業の実施

市内11小学校で､学校､PTA,地域の関係者などで構成する実行委員会を組織し

放課後子ども教室を開設･運営した｡各教室では、地域の実情に応じたプログラムを

企画し､地域のボランティア指導者により子どもたちへ放課後等に学習､創作､文化、

スポーツ活動の体験活動や季節行事等を提供した。児童548人、指導員241人の登録

があった。

（1）子どもたちの放課後等の活動として、家庭や学校活動にはない体験活動を提供す

ることができた。

（2）地域の人との交流事業の実施により、子どもの社会性や協調性の育成と規範意識

の定着などの効果があった。

（3）子どもを通して地域住民同士のつながりが深まり、地域が一体となって子どもた

ちを見守っていく意識の向上、環境づくりに役立っている，

成果指標 24年渡実績 25年度実績 26年疫目将 28年渡目標

放課後子ども教室

延べ参加児童数
30,432人 30,274ノ 31,000人 32,000人

謀
麗

1指導者が不足しているため、人材確保（発掘・養癖）の方策を検討する必要があ

る。

2体験活動や交流活動等が実施できていない教室や子どもたちが興味を示すようなプ

ログラムが実施されていない教室がある。

3毎日開設している教室では、クラブと教室の違いを郵阜しないで利用している保護

者がいる。

改
善
α
・
万
．
頂
性

1学生、保護者、高齢者等、公民館のサークルや社会教育団体等、また、民間企業に

社会貢献活動としての参加を促していく。

2子どもたちの豊かな放課後を保障するため、多様なプログラムの開発及び提供を図

る°また、指導者に各種の研修会に参加してもらう中で、資質の向上を図っていく。

3運営委員会や実行委員会等で、学校・地域・家庭の関係者が教室とクラブのあり方

について協議しながら､両事業の計画的な実施や併設箇所での連携方策等を検討して

し く。
●

●

●
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評価点 黄シート 癖･ユ 孝業名 次代を担う青少年の健全育月

教育総合 錐(後期)計画掲載ぺ－s 36．3’ ”I昌吋 生Ⅲ圭字言課

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による教育 鳶境づく！

基本方針 2 地域との協働による青少年の健全育成

重点目標 1 次代を担う青少年の健全育励

目的 次代を担う青少年の健全育励

広
君

1青少年の非行・被害等防止活動の推進

青少年の健全育成のため､早期補導活動や来訪･電話等による相談活動を推進する，

2青少年を取り巻く有害環境対策の推進

青少年の健全育成を阻害する恐れのある行為又は環鰯動ら青少年を守るため、環境

の湖上を図る。

3電子メディア対策の推進

電子メディアに関わる問題から、青少年を守るとともに、正しく使いこなせる力を

育てていくため、学校･保護者･地域･団体及び行政が協働･連携して対策を講じる。

4青少年の社会性や意欲を高める体験活動等の推進・促迷

青少年にとって、より効果的な実践活動の推進を図るとともに、青少年の社会参加

を促進し、青少年の社会性と自立性を高めるため、各種団体を支援する‘

踊
綻
献
祝
と
成
果

1青少年の非行・被害等防止活動の推進

地区補導員会（21地区）と連携し、合計1,201回の補導活動を行うとともに

71件の相談活動を行った。（平成26年3月末現在）

2青少年を取り巻く有害環境対策の推進

市内25ヶ所に白ポストを設置し、有害図書類を回収するとともに、立入調査を票

施し、有害図書類販売等の指導を行った。

3電子メディア対策の描僅

平成24年度末に策定した尾道市次世代育成のための電子メディア対策第2次実施

計画に基づき、事業を推進した。

4青少年の社会性や意欲を高める体験活動等の推進・促進

青少年健全育成作文を募集するともに、青少年健全育成大会を開催し、青少年健全

育成功労者・健全育成作文等の表彰や市内小中学校によるアトラクションを行った。

また、子ども会･海洋少年団に対し､助成等の支援を行い､活発な活動を促進した

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年度目標 28*目童目標

家族ふれあいデー(ノーラ

レビデー）の実施率
38.5％ 32.0％ グ ご1

誤
匙

1最近の青少年の健全育成を阻害する要因は、携帯電話やインターネット等の急激な

発達や家庭形態の変化等で多様化しており、それに対応した対策が必要である。
一
戦
釜
再
α
，
万
，
頂
概
』

1今後も、より一層、関係機関との連携強化を図りながら、時代やニーズにあった学

校、家庭、地域ぐるみの対策を検討、実施していく。

2例えば、読書の推奨など家族のコミュニケーションを深めるきっかけづくりについ

て関(剰幾関と連携し、有効な対策について検討する。；’
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評価点検シ､一ト 施策･事業楽 勤労青少年の健全育成尊騨

教育総合推進計画(後期）掴I歯ページ 3 8 所管課 生涯学習課

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による教 f環境づくZ

基本方針 2 地域との協働による青少年の健全葡戎

重点目標 2 社会に貢献する勤労青少年の健全育成

目的 社会に貢献する勤労青少年の健全育成

広
君

1勤労青少年に対して魅力ある教養講座･趣味講座等の提供と充実を図る。

2勤労青少年の社会参加に向けた交流活動の促進を図る。

3勤労青少年のニーズに応え、キャリアアップの支援や相談活動の実施を図る。

印
紙
が
折
と
威
昇

1魅力ある教養講座･趣味講座の充実

（1）尾道勤労青少年ホー』

主催講座（年間・短期）を21講座実施するとともに、9クラブ（自主講座含む）

の活動を支援した

（2）因島勤労青少年ホー』

主催調聖を9講座実施するとともに、7サークルの活動を支援した。

2勤労青少年の社会参加に向けた交流活動の促進

（1）尾道勤労青少年ホーム

広島県青少年の日記念事業を主管ホームとして実施し､利用者の交流行事を6巨

実施した

（2）因島勤労青少年ホーム

広島県青少年の日記念事業を主管ホームとして実施し､利用者の交流行事m$

貢献活動も含む）を3回実施した

3勤労青少年のニーズに応える相談事業等の充実

（1）尾道勤労青少年ホーム

秘書検定講座（3級4名・2級1名・準1級2名・1級3名合格)、サービス接進

検定講座（2級5名・準1級5名合格）を実施した

（2）因島勤労青少年ホーム

ビジネスマナー検定講座を計画したが、募集人数が集まらず中止した

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年渡目標 28年度目槽

主催講座

延べ参加者姿
2,697人 2,214人 2,400人 2,700人

謂
思

一一再〆卓Uj一■~マーーー一画U5〃一ｰ ~ 一 シ ー ー ー ー ー ー U

2交流活動の工夫と地域貢献活動の充実を図る。

3キャリアアップの講座の充実を図る。

改
善
の
方
向
性

1参加実績等をもとに魅力ある講座を企画し、或いは会員へのアンケートを検討すそ

等、運営について見直し改善していく〈

2ホーム祭を始め交流活動の企画の刷新を図り、地域貢献活動の中身を充実させる。

3引き続き資格検定に関わる講座を充実させ、キャリア支援を更に進めていく。
● ､
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評価点検ｼヘート 施策･事業塩 安全・安心で質の高い学校施設整備事業

教育総合推進計酉 局載ぺ－う 3 所管課 庶務課・因島瀬戸田封蛎教育語

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による教育環境づく！

基本方針 3 安全・安心で質の高い学校施設整備

重点目標 1 安全・安心で質の高い津施設整tii

目的 安全･安心な学校施設の 鋪

内
容

1

篭嘩難 を確保するとともに、災害時における住民の避難場所を確保す
るため、校舎の耐震化を実施する。

2 …設の締管逼
安全面・衛生面に重点を置き、老朽化した学校施設の改修等を実施する，

3校舎等の増改畠
(1)老朽化した学校施設の改築及vmrnt

(2)

の不足に対応するため校舎の増築
向島中央小学校を改築するともに、高須小学校校舎を増築する。
小学校再編計画に合わせた施設整備の推進
(ｲ時栽訓田鳥宙ﾉI,塞愉詔錘ｲ浩の椎ﾔ律か画ス

取
組
状
祝
と
成
果

上冒子極地同文UﾉⅡ、函巳

幼稚園の耐震診断・実施設計業務については2園で実施(4,996千円)し、また平成
24年度から債務負担行為・繰越となっていた10校12棟の耐震改修工事が完了した。
内訳として債務負担行為は、向東小（50,035千円)、高見小（18,999千円)、重井小
（66,139千円)､;鶏幽栗原小(44,849千円)、吉和小(115,824千円)、向東小(18,862

千円)、栗原北小（48,448千円)、高見小（17,983千円)、剰東中（49,409千円)、吉
和中（53,999千円)、日比崎中(52,318千円)、向東中(60,442千円)。また2月補正
予算の11校12棟の耐震改修工事については平成26年疫へ操越しとなった。

2学校施設の維持管逼

高西中屋内運動場床改修工事(20,475千円)、吉和中トイレ改修工事(8,295千円）
栗原中屋上防水改修(7,298千円)、栗原北小受水槽改修(7,718千円)、重井小パッケ
ージ型消火栓設置（2,919千円)、因北中サブグラウンド防球ネット撤去(1,533千円）
などの施設改修により、安全面・衛生面の改善を図った。

3校舎等の増改罫
(1)老朽化した校舎の改築及び教室数の不足に対応するため校舎の増勢

向島中央小学校校舎改築にあたり、地質調査（24年度繰越2,423千円)、旧歌島
中央保育所解体撤去（16,585千円)、仮グラウンドトイレ等整備（9,765千円)、旧
向島中央幼稚園解体撤去（12,839千円）を実施し、平成25.26年度債務負担行為
として校舎･給食調理場･プール建設(25年度事業費194,333千円）と工事監理(同
事業費4,404千円）を実施している。また高須小学校校舎増築にあたり、基本実施
設計(4,631千円）及び地質調査(1,191千円）を実施した

(2)小学校再編計画に合わせた施設整備の推進
(鰯ウ因島南小学校施設整備にあたり、地質調査(24年度繰越3,068千円)、進

入路拡幅のための用地費･補償費(14,106千円)、校舎改修等実施設計(5,712千円)、
敷地測量委託(2,027千円)､仮設道路設置工事(4,764千円)､進入路拡幅工事(28,865
千円)、敷地造成工事(7,289千円)、南谷テニスコート解体工事(1,470千円)、旧屋
内運動郷累体工事(15,750千円)､屋内運動場新築工事(35,721千円)､屋内運動場工
事監理費(674千円)を実施した

成果指標 24年度実績 25年渡鶏 26年度目橋 28年度目標

耐震化率 64.5％ 71.7別 86.6％ 100.0%

課
題

且
、
“

iiitj匿堅1塵」一手Uノ日JWしここtM－、グ同丹汎三両1咽UノIIm腫尉栗・IⅢ1辰X,j界〃母廼､垂to

建設後も年数が経過した学校施設が多く、大規模な修繕等が必要である。

鯛
1平成25.26年度で屋内運動場調薄造音防ｵ等の耐震点検を実施している。
2各施設の状況を把握し、計画的・効率的に改修を実施している。
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評価点検シート 施策･事業楽 認定こども園の設置

教育総合推進計画(‘ ）掲栽ページ 40 所管課 庶務課

政策の柱 2 学校・家庭・地域の協働による教育環境づく！

基本方針 3 安全・安心で質の高い学校施設整備

重点目標 1 安全・安心て質の高い…塞備

目的 幼保一体化へ向けた施設整備

内
容

1認定こども園の設置

保護者の多様なニーズに対応するため、幼稚園と保育所機能を合わせもつ認定こど

も園の設置を進める｡

取
組
状
況
と
成
果

1認定こども園の設置

就学前教育･保育施設については、多様なニーズへの対応や幼稚園と保育所の運営

一体化（幼保一体ｲりへの取組の推進が図られている。

本市では、平成23年12月に、「尾道市就学前教育・保育再編計画を策定し、市

域全体での認定こども園の設置推進を明瑠こした。

平成25年度までに、公立私立を併せて4園の認定こども園が開園している。

平成26年4月には、私立の「大慈認定こども園」が開園した。

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年度目格 28年度目標

認定こ

(私立

ども園謝

を含む）
2瞳 4厘 5園 ご］

課
達

1平成23年12月に策定した「尾道市就学前教育･保育再編計画の着実な推進のた

め、施設統合や民営への移行等について、地域住民や保護者の合意形成を図る必要が

ある。

改
善
の
方
慣
性

一Uーー曹0－ーグタq一〆0－～…gｰ‐〆一■ロマ一己jUa･与一PrUマロロョグFU四脚ローユーーウ巨〆~‐ー召一qーロ画一d

けて、地域住民や保護者の合意形成を図るため、地元協議等を積極的に進める。

2平成27年度には「因島南認定こども園｣、平成28年度には「因島斗嬬定こども園」

が開園する予定である。
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評価点検シート 施策･事業泉 ドライシステムによる給食茄混週整備

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 4 1 所管課 庶務課

政策のホ 2 学校・家庭・地域の協働による教 ず儲境づくり

基本方針

重点目標

3
－

2

安全・安心で質の高い学校施設整備

安全・安心で質の高い糊合食施設盤 開

目的

広
君

1学校給食施設の整備

本布の洲食は､13箇所の単独調理場及び5箇所の共同誘腿段易において､約8,8Ⅸ
食を調理しており、ドライシステムの給食施設は、3施設である。

踊
組
状
折
と
成
果

1学校給食施設の整備

(1)高須小学校給食調理場建設事業

給食調理場建設工事（浄ｲ跡曹設備16,800千円、建築主体133,350千円、電気設

備43,859千円、樹戒設備69,300千円)、工事監理難(4,179千円)、調理設備等
器具

(2)向

(123,076千円）

島中央小学校校舎改築事業

給食調理場の1期工事

(3)因島南小学教施設整備事業

給食調理場の実施設計

成果指標 24年度実績 25年疫実績 26年渡目楊 28年度目梧

給食施設の

ドライシスラム化率
15.畷 16.79 21.1別 30.0%

謀
選

1老朽化した給食調理場の施設更新が課題である。

2中学校給食の拡充

本市の中学校給食の実施率は、16校中4校の25％であり、低い状況である

ー

｝
戦
一
書
α
・
万
愉
酔
欄
］

1小学校再編計画に合わせて、施設整備を行う。また、既存の調理場においては、ド

ライ運用による調理作業を行い､年次計画により、施設の改修及び設備の更新を行う

2中学校給食実施に向けた体制作り・施設整備等を行い、モデル校での実施を図る。
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評価点検ｼ､一ト 施策･事業宅 市民『への学昂罰幾会の提供

教育総合推進(後期)計恒 諦賎ページ 42．43 所管課｜生涯学習課
政策の柱 3 集い・字び・生力rす生涯霊の推迫

基本方針 二 多彩で括力あふれる生;屋学習の充実

重点目標 1 多彩な学習機会の提供

目的 市民"、の多彩な学習機会の提伊

広
容

1教養と生きがいづくりのための学習機会の提供

生きがいのある心豊かな市民生活を実現するため、ライフステージに応じた様々 な
学習講座を開催Fする。

2まちづくりに資する人材育剛

地域『翫動・ボランティア活動を促進するため、まちづくりに資する人材餅育成に向け
て社会的課題や地域課題の解決をテーマとした各種講座や講演会等を実施する。

3様々な生涯学習情報の収集及び提甘

市民の自主的な学習を支援するため、最新の学習情報を収集しながら、広報，
館だより、ホームページ等により広く情報提供を行う‘

公民

取
組
状
況
と
成
果

1準と生きがいづくりのための学習機会の提供

生きがいや人づくりをテーマとしたおのみち市民大学講座をはじめ、公民館や勤労
青少年ホームにおいて主儀罰聖等を実施した

2まちづくりに資する人材育威

まちづくりをテーマとしたおのみち市民大学をはじめ、おのみちキッズフェスタや
成人式を実施した。また、まちづくりリーダー･の養成やボランティア活動の促進とし
つ た社会的課題や地域課題の解決をテーマにした講座･講演会を実施し、生涯学習謂
座の充実を図った°

3様々な生涯学習情報の収集及び提、

関係課等の学習情報を収集し、広報・マスコミ等の活用やホームページ、公民館だ

より、チラシ等により市民、関係団体への情報提供を図った。

成果指標 24年度鶏 25年度実懇 26年渡目標 28年度目標

まちづくりをテーマ

とした講座受鵜謝
2,107ノ 1,420人 1,500人 1,600人

課
題

1教養や生きがい等の個人の要望に応えるため、身近で多様な学習機会を提供してb

く必要がある。

2今後も、関係機関等と連携しながら社会的課題や針城課題に対応した講座、講演合

を実施し、市民の課題解決に向けた意識とまちづくりへの気運を喚起していく必要が

ある。

3最新の生涯学習情報を分かりやすく市民等に提供していく必要がある

改
善
の
方
直
性

1ライフステージに応じた様々な学習講座を開催するとともに、地域の人材を講師と

して活用するなど身近な講座として実施していく。

2社会的な要請に応えて現代的課題や地域課題を解決できる役割を先導的に発揮する
講座を展開していく。

3広報やホームページ､公民館だより等の充実を図っていく。 平成25年度から、市聡

員等が市政に関する説明等を行う「出前講座jを開始しており、今後も、その内容を
広報やホームページ雲で周知する‘
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評価点 黄ｼヘート 施策・事業楽 公民館の充実

教育総合推進計画(後期)掲較ページ 44．451所管調 生涯学習課

政策の柱
｡

可 集い・学び・生力醗す生涯籍の 錐

基本方針 I 多彩で活力あふれる生涯学習の藩

重点目帽
ｒ
●
名 市民が集う生涯学習拠点の確立

目戯 公民館の充実

吹
溶

中

l多彩な宇目音プログラムの程

市民のニーズや地域社会のニーズ、市の政策を反映する講座の充実に努め、jｵ城課錘畢決尽
…生をテ

2幅広ﾚ味1用

一
雄

とした講座を開催する。

に向けての取組

各公民館が特色ある事業展開を行い､成人男性や若者､子育て中の母親等の利用拡大を図る。
3職員研修の充実

公民館職員の資質を高める研修会を実施する。

4公民館のあるべき姿の確立

生涯学習の拠点及びまちづくりの拠点としての公民館の将来像を研究課題として調査･研究
を進めながら、公民館運営及び機能の充実に努める。

5公融官の施塞備

生涯学習の拠点及びまちづくりの拠点機能を果たすため公民館の施設整備に努める｡

取
組
状
況
と
成
果

1多彩な学習プログラムの充実に向け、中央公民館において、市の政策を反映する囲碁大会や
おのみち旬食再発見講座等を、また､地区館において地域課題解決や地域特性をテーマとした

講座（学習プログラム開発･提供モデル事業やオンリーワン事業）を関係課・関係団体と連携
協働する中で実施した。

2幅広い利用拡大に向けて、魅力ある講座の開催に努めた。また､公民館だよりを発行する能
が増え、学習情報や地域活動等の情報提供に努めた。

3職員キャリアアップ研修(実践事例の読み解き方｡振り返りアンケートの作り方､パソコン
スキルアッカ、おのみち公民館いきいき講座の実施や関係団体等の研修会への参加等により
職員研修を実施した

4『公民館のあり方(見直し案の概要)」の説明会を5地区で実施し、平成26年度から開館時

間・休日、勤務時間等を統一する等の一定の整理をしたが、受益者負担I…とした。

5東生口公民館の施設整備に向I､ 予算措置をすることができた。

成果揖傷 24年疫実懇 25年疫実績 26年疫目標 28年度目標

》
》

公
受 33,232人 33,7㈹人 33,800> 34,000人

謀
麗

1各種講座が、より効果的な活動となるように引き続き調査･研究する必要がある‘

2女性や高齢者が利用者の中心なため、より幅広い年齢層の利用拡大が必要である《

3地域に密着した、より魅力のある公民館の実現に向け､職員の資質を高める必要がある‘

4市内の公民館が均衡をもってより充実した生涯学習・まちづくりの拠点施設として機能する

よう公民館のあるべき姿を継続して求めていく必要がある。

－
政
一
書
α
・
巧
佑
．
判
】

1市民のニーズや地域のニーズ､市の政策を反映する識座の充実に向けて倉I臆工夫に努める。

2サークル利用者翻り麺鍔の意見を参考にしながら、特色ある琴噸憶工夫に努める。

3職員の資質を高める研修の充実に継続して努める。

4「公民館のあり方(見直し案の概要)」については、

向けて調査･研究に努める。

さらなる公民館の機能及び運営の充実に
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評価点検ｼヘート 施策･事業名 生涯スポーツの掴

教育総合推進計画（後鋤掲載ぺ－ら 46 所管課
生涯学習課

因島瀬戸田地域教育課
政策の柱 3 集い・学び‘ 三かす生涯藷の推進

基本方針 2 スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づく！
重点目標 1 ライフステージに応じたスポーツ活動のｷ錘

目的 自らスポーツを楽しめる環境づく！

内
容

1生別崖スボーーツの乎圏匡

（1）スポーツ推進委員によるニュースポーツ等の普及活動の充実

（2）市体育協会主催のスポーツ大会の支援・各地区体育協会の活動支援
（3）スポーツ教室・講習会の実施

取
組
状
況
と
成
果

【取組」

1スポーツ推進委員の資質向上として、カローリングルール研修会に参加した。
ニュースポーツ等の普及活動として大会の開催、派遣指導を行った

2尾道市体育協会主催のスポーツ大会の支援・各地区体育協会の活動支援として、閑
会等の各種会議資料作成、会議の開催及びスポーツフェスティバル等の大会運営を↑
った°

3スナッグゴルフ教室を開催した‘

【成果】

1スポーツ推進委員による放課後子ども教室・PTC等の各種団体への派遣指導4

回（大会運営補助含む'.)、主催大会の開催による普及活動でニュースポーツに対すイ
関心とスポーツへの参加意欲の高揚を図ることができた

2スポーツフェスティバル14競支大会を開催し、延2,965名の参加を得た

3枝広プロを講師に招いてのキッズスナッグゴルフ教室を開催し48名の参加を得た

成果指標 24年渡剣 25年疫実綴 26年度実績 28年度目標

スポーツ施詔

利用者数
1,191,083> 1,399,792入 合 グ

課
題

ユノー、ごUIf庁同幽今ご一目一Iu－0ワマJwノ『ｰ、病J1郷、F犀しI，可曹一家『T守脚Jロール畔ア､ロー-之面＝〃へ曹〆、.'”j戸′”

改
善
の
方
向
性

1尾道市体育協会内で立ち上げた「法人化等検討委員会」による、自立化のための菖

務の簡素化を含めた事業展開の見直し・検討を支援する。

2施設の効果的・効率的な運営を図るため、尾道市体育協会の指定管理者制度への曽

入も検討に加え、早期自立化を目指していく ◎
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評価点検シート 施策･事業楽 鯛支スポーツの向上

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 4 7 所管課 生涯学習課

政策の柱 3 集い・学び・生がｳー 生涯学習の 謎

基本方針 2 スポーツを楽しみ体力と健康を増進｡する環境づく！

重点目標 1 ライフステージに応じたスポーツ活動の椎韮

目的 目らスホーツを楽しめる環境づく！

広
君

1癖スポーツの向上

(1)スポーツ活動の助成

（2）トップアスリート等の招聴

（3）市体育協会競技団体及びスポーツ少年団の活動支援

取
組
状
況
と
成
果

l収且』

1スポーツ活動の助成

県を代表して全国大会及び国を代表して国際大会に出場する地元の選手等を支援す
るため、選手及び監督・コーチの個人・団体へ活動助成金を交付した。

トップアスリート「コーチ」の招聴

スナッグゴルフ講習会を、プロゴルファー等を講師として招鴫し、普及活動と併せ
て競技力向上を図った。

3市体育協会競技団体及びスポーツ少年団の活動支も

19の地区体育協会、30の競技団体、48のスポーツ少年団に対し、大会運営（広幸
活動・賞品提供)・活動助成等の支援を行った。

青少年スポーツ育成樹この観点から、スポーツ少年団の課題整理、再編に向けて0
取り組みとして役員の選任・方向性の提案等を行い、活動謝上に取組むこととした
【成果】

1市民のスポーツ意識の高揚と､競技力の向上を支援する助成制度として周知を図り
308名の個人・団体に活用された

2トップアスリート「コーチ」の招聴として行った実技講習会で、トップの技術

新しい練習方法等を体験することで、選手･指導者の競技力向上への意識の高撒’

図られたc

成果指標 24年度難 25年度難 26年渡目標 28年度目標

全国大会出場者数 224ノ 308人 己 グ

課
題

1団員の減少等によるスポーツ少年団の…少

2団登録していないクラブチームにおいても、構成員不足で大会に参加できない等、

競技によって鋤ﾛ者獅§減少傾向にある

改
善
の
方
向
性

1競技力向上には、スポーツ人口の底辺拡大も大きな要素であるため、スポーツ少年

団への支援3劃上、その指導者育成支援、団登録の推奨を継続的に展開していく。

2キッズを対:象にしたスポーツ機会の提供をする‘
グ
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評価鮒ｼヘート 施策･事業鬼 スポーツを通じた交流の促進

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 4 7 所管課 生涯学習課

政策の柱 3 集い・学び．生かす生涯霊のｷ錘

基本方針 2 スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づく！

重点目標 ： フイフステージに応じたスポーツ活動の推謎

目的 目らスポーツを楽しめる環境づく！

広
容

1スホーツを通じた交流の陸

（1）他市町との交流（少年スポーツ親善大会等）

（2）異世代間の交流（ニュースポーツ等の普及）

（3）市内各地域の交流（市体育協会主催のスポーツ大会等）

取
組
状
況
と
成
果

.【取組‘

1他市町との交流（少年スポーツ親善大会等）

尾道市・今治市スポーツ交歓大会（毎年交互に開偶を今治市で開催し、3競技
(サッカー・ミニバスケットボール・軟式野球）を行い、195名の小・中学生が交流
した。尾道市・松江市スポーツ交歓大会（毎年交互に開僧を尾道市でサッカー大会
を開催し、またマリン・ユース･センターでキャンプを行い、52名（松江市29名）
の小学生が交流した。

2異世代間の交流（ニュースポーツ等の普及

（1）尾道市体育祭を新体力テスト、地区対抗カローリング交流会、ペタンク、グラ
ウンド・ゴルフの内容で開催し、308名の参加を得た。

（2）カローリング・ペタンク等のニュースポーツの教室、大会（スポーツ推進委傷
協議会主催）を開催した

【成果】

1他市町との交流は､毎年新たな交流を生み、スポーツによる親善に寄与している‘
2異『世代間の交流は、ニュースポーツ派遣指導等により、幅広い年齢層が一つにな宅
てスポーツを楽しむ場となっている

成果指標 24年度実績 25年穫舗 26年度目標 28年度目標

スポーツ大会講習会

等参力[渚数
6,821人 7,827人 合 ヴ

課
題

1市内全域での盛り上がりを目指して、ニュースポーツの地区対抗の大会を開催すそ

が参加に偏りがあるなど全市的な鋤ﾛにまで至らない｡

■

改
善
の
方
向
性

1異世代間交流・各地域の交流を図るには、未経験者でも楽しめるニュースポーツカ

効果的であるため、スポーツ推進委員による派遣指導事業の周知、総合型地域スポー

ツクラブとの連携等で、より全市的な普及を目指して行く

守 岱ナ
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評価点検シー｝ 施策･事業楽 スポーツ施設の劉庸

教育総合推進計画(後期）掲栽ページ 48 所管課
生涯学習課

因島瀬戸田地域教育課
政策の 主 埴

、 集い・学び・』 三ｶ才生涯学習の§ 錐

基本方針 2 スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づく！

重点目標 2 スポーツ施設の充実と活用

目敵 スポーツ施設の充実と活用

防
溶

1スホーツガ匠没哩傭

いつでも、どこでも、誰でもスポーツ・レクリエーション活園Iができるようスポー
ツ施設の整備を推進する‘

（1）拠点施設の整備

（2）地区施設の整備

踊
組
状
況
と
成
果

【取組

1拠点施設の整備

東尾道市民スポーツ広場整備（擁壁・側溝・防球ネット支柱等）
2地区施設の整備

（1）瀬戸田町B&G海洋センタープｰﾙ士屋改修

3使用料減免規定の見直［

侵益者負担の適正化」の視点で恰併後の統一を図る」方向で検討
4その他､既存の社会体育施設等の修繕

【成果】

施設整備により、利用する市民の利便性・安全性が向上した‘
練習・大会等各種スポーツ行事に広く活用された

成果指標 24年渡鋪 25年度実績 26年渡目梼 28年渡目標

＝ ■ ー

課
題

L〃巴鳳又〆1,V掴回nvノ室U旧一醒l夢｡

2使用料減免規定の見直し。

改
善
の
方
慣
性

1施設の整備については、順次計画的に施設改善を進める。

2再破損、再整備を要しなし修繕方法等の工夫をする‘

3「減免規定の見直し」については、今後も市としての統一した方向性のもと改正を

行っていく。
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評価点検ｼ恥一ト 施策･事業宅 芸術･文ｲ財ﾃ事の開催と活動支援

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 4 所管課 文化振興課

政策の柱 4 芸術・文化の細§承と倉腿

基本方針 1 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進

重点目標 1 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の； 錐

目的 芸術・文化にふれ親しむ機会の充実

広
容

l罫竹・文]園丁事の開催

2芸術・文ｲ蹄動の支援

取
組
状
況
と
成
果

1寄荷・文ｲ圃丁事の開催

市民音楽芸能祭、新人演奏会、

文化の発表･鑑賞・交流機会の充

2芸術･文化活動の支援

けんみん文化祭、県美展巡回展などを開催し、芸術
実を図った

尾道市文化協会事業(総合文化祭､秋の茶会、「尾道文化｣発刊事業等)の支援を行
い、芸術文化の振興を図った。

成果指標 24年渡実績 25年度弓認 26年渡目標 28年度目標

市民音楽芸能祭参力’

者数
605J 485人 500/ 550人

課
題

1芸術・文ｲ断ﾃ事の開催

芸術・文化行事への参加者類曽加への取組が必要である。

2芸術・文化活動の効

引き続き各文化団体との連携や支援を行い、芸術文化の振興を図る必要がある。

改
善
の
方
向
性

1．芸術・文ｲ園ﾃ事の開催

開催日程や会場設定を工夫し、より多くの人が参加しやすい環境を整えていく

2芸術・文化活動の支援

尾道市文化協会をはじめとする文化団体への､芸術文化に関する情報提供に努めを
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評価点検シ､一ト 施策･事業堀 囲碁のまちづくり活動の支援

教育総合推進計画（後期）掲較ページ 49 所管課 文化振興課

政策の柱 4 芸術・文化の 環と創
と
コ
ー

基本方針 1 心豊かな感性を育む芸術･文化活動の1錐

重点目標 1 心豊かな感性を育む芸術･文化活動の1錐

目的 芸術・文化にふれ親しむ機会の充実

広
容

1囲碁のまちづくり活動の支援

取
組
状
況
と
成
果

冬01.二四壱v〆巨ﾛ径プロ唾~全国.ツダーい″vゾ11』犀1口割…

（1）囲碁大会や各種囲碁教室等の開催支援
ア第63回本因坊秀策囲碁まつ！

7月に開催し、プロ・アマ戦、クラス別競技大会などに全国から241人の鋤【
があった。

イ第64回本因坊秀策囲碁まつり牒3回女流秀策榊

1月に女性限定の大会として開催した。女流プロ・アマ戦、クラス別離大会
などを開催し、126人の参加があった。

ウ第7回尾道市民囲碁大会

初心者から有段者まで広く市民を対象とした囲碁大会を開催し、190人の参加
があった。．

エ・初心者・子ども囲碁教室・女性囲碁教室

小中学校､高等学校､公民館及び尾道迎賓館等で囲碁教室を実施した。25会場
で846回、延べ8,000人の参加があった。

オ碁ランティア

観光客など来訪者からの要望に応じて棋士を宿泊先などに派遣し、交流対局す
る事業を実施した。

力虎ちゃん囲碁まつり

市内で囲碁教室に参加している児童･生徒を対象に､棋力認定の大会を実施し、
391人の参加があった

（2）囲碁タイトル戦の開僧

ア第38回名人戦尾道対信

9月19日～20日、西山別館で山下敬吾名人と井山裕太棋聖の対局があった。

成果指標 2A牛反雫 zb牛皮… 26年度目樗 28年渡目標

囲碁教室参加者数(延敷 7,807人 8,000人 8,000人 8,000人

課
題

1市技囲碁の普及・発展を図るための市民活動支援

市内囲碁愛好家は高齢の男性が多く、若年層や女性への普及の取組と、指導者の青

成を進めていく必要がある

改
善
の
方
向
性

1市技囲碁の普及・発展を図るための市民活動支援

子どもや若い年代への普及については、囲碁が分からない人でも気軽に参加できを

教室のPRに努めていく。また、女性限定の囲碁まつりの開催などを通じ、囲碁に触

れる機会を増やしていく。

令 矧
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評価点検ｼヘート 施策･事業楽 読書活動・調査研究活動への支援

）掲赦ページ 5〔 所管課 図書館

政策の柱 4 芸術・文化の， 露と創造

基本方針 ： 心 Lかな感性を育む芸術・文化活動の； 錐

重点目標 ： 心豊かな感性を育む芸術･文化活動の 錐

目敵 読書活動への支援

広
君

1図書館及び子ども図書館の充実

（1）必要な資料の情報提供をする．

（2）子どもの読書活動を支援する‘

踊
維
状
折
と
成
果

1図書館及び子ども図書館の充実

（1）必要な資料の情報提供

ア図書館だより、さんにちひろば､尾道ケープルテレビ等を通じて、新着図書

の紹介や、毎月テーマを決めて図書展示を行った

イレファレンスサービスの充実に努めた。

（2）子どもの読書活動の支援

アおはなし会を各図書館で行った。

イ読書感想文の募集を行い、入選者の表彰と優秀作品の読書感想文集を作成し

た。

ウ図書館から遠い地域の小学校・幼稚園・保育所等に毎月1回、移動図書館車
で巡回をした

エブックスタート事業に鋤pし、読書の必要性や図書館の紹介を行った。

オ尾道の民話紙芝居の作成と普及に努めた。

（3）入館者数及び貸出点数

前年度に比べ､入館者は15,006人増加、貸出点数は41,601点減少した

成果指標 24年度実績 25年度鋪 26年渡目楊 28年度目標

入館者数

貸出点数

507,660ノ

834,369舟

522,666入

789,768‘点

532,000人

793,000点

550,000人

800,000点

課
匪

1貸出点数の減少

蔵書数が塊勃pしているにも関わらず貸出点数の減少傾向が続いている

改
善
の
方
慣
性

1利用者に対し、新刊のお知らせ方法や図書展示の方法を工夫する

2平成26年度より、インターネットでの視聴覚資料の予約を可能にしたので､図書と

合わせ､利用の啓発に努める。

ゅ ●
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評価点検ｼヘート 施策･事業名
四季展事業・高校生絵のまち尾道四季届

教育総合推進計画（後期）掲栽ページ 51 所管課 美術館

政策の* 4 芸術・文化の 鐸と倉嵯

琴方 金 心 :かな感性を育む芸術･文化活動の推進
重点目蝦 心

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

b■

Lかな感性を育む芸術･文化活動の掴

目的 云 活動の 錐

内
容

1芸術活動の推遡

（1）全国絵画公募展を開催し、芸術文化活動を通じた市民交流の促進を図る･

ア絵のまち尾道四季展を実施する

イ高校生絵のまち尾道四季展を実施する。

ウ絵のまち尾道四季展及び高校生絵のまち尾道四季展受賞作品の展覧会を実施す

る。

取
組
状
況
と
成
果

1芸術活動の推遡

（1）全国絵画公募展を開催することにより、市民が日常的に芸術文化に触れ、心豊か

な感性を育む環境づくりを推進できた

ア第16回絵のまち尾道四季展の事業計画を運営委員会で協議し､賞金額減額が承
0

認された。その結果を踏まえて要項等を作成し、作品募集広報を行った。また

過去のグランプリ作品を展示公開し、市民らの鑑賞機会の充実に努めた

イ第7回高校生絵のまち尾道四季展を開催し、439点の出品があった。また、通

去の尾道賞作品を、市役所ロビー等に展示公開し、広く市民らに鑑賞機会の提供

に努めた

成果指標 24年度鋪 25年度実綴 26年渡目標 28年渡目標

絵のまち尾道四季展

の出品数
1,047点 d■■■■■ 1,070点 1,100点

高校生絵のまち尾道

四季展出品数
q■■■■ 439魚 一

500点(”

年度）

27

課
題

1絵のまち尾道四季展は、地域の特性を活かした固有の事業として定着しており、皇

後の継続開催を熱望する声も多しちまた、地方開催にも関わらず、出品数も1,000^

を越える状態を維持している。しかし、今回から賞金額を減額するので､今後もこ'

状態を維侍するため、より積極的及び効果的なPR等に努める必要がある。

2高校生絵のまち尾道四季展も第7回を数えるが、今回の出品数は、前回第6回展』

り117点の減となった。高校生を対象とした全国絵画公募展として定着しているが、

今なお出品校の地域が固まっている傾向がある。今後更に、未出品校を中心に、全E

規模で広報に努める必要がある。また、買い上げとなる尾道賞作品を有効活用につし

ても、同じく買い上げ賞となる絵のまち尾道四季展グランプリ作品と併せた展覧会’

実施等を、今後検討する必要がある

改
善
の
方
向
性

1絵のまち尾道四季展・高校生絵のまち尾道四季展双方、尾道の特色を活かした他ド

類を見ない独創的な事業であり、全国公募展として定着しているので､継続開催が畠

ましﾚ＄そのためにも、要項・ポスター・チラシの配布、新聞・雑誌等報道機関へ’

積極的な情報提供やﾎー ﾑペー ジの充実などで事業の周知、PRをするとともに、：
らに事業効果を高めるため、所蔵作品による展覧会の実施等の有効活用に取り組み

より一層の知名度の向上を図る。
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評価点検シート 施策･事業名 尾道市美術展事業の実鮒

教育総合推進計画（後期）掲較ぺ－う 51 所管課 美術館

政策の唯 4 芸術・文化の &承と創造

基本方金 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進

重点目堰 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進

目的 Sfraﾏ古勤のヲ 壁

内
容

1芸術活動の推遡

（1）市民の創作意欲を喚起し、その奨励に取り組むことにより、芸術文化意識の高揚

を図る･

ア尾道市美術展事業を実施する。

取
組
状
況
と
成
果

1芸術活動の推焔

（1）芸術文化を愛好する市民らの創作意欲を奨励喚起し、広く芸術文化活動への鋤ロ

意欲を高める機会の充実を図った

ア第57回尾道市美術展を開催し、287点の出品があった

成果指標 24年度実績 25年度実綴 26年度目標 28年渡目標

尾道市美術展

点数

の出品
287烏 282点 300点 330点

課
題

1出品数は300点前後で推移しているものの､少子高鮒上に起因する出品者の高齢(S

定）化などの要因から、減少傾向にある。今後は、若い世代の一般出品者の更なる判

野を広げていくための取組が求められている‘

改
善
の
方
向
性

l更なる出鹸省の裾野を圧けるためにも、谷分野の宿等宿電や市内省･同校、また同詳呂

で終了した尾道勤労者美術展出品者に対し、出品を促すよう働きかけるとともに、ポ

スター・チラシの配布、新聞・雑誌等報道機関への積極的な情報提供やホームページ

の充実などで事業の周知、PRをする6

また、ポスターのデザインに関しては、今年度も市内高校生を対象として公募すZ

予定である。

なお､平成23年度から実施している､入選者全員を対象にした入選通知発行に関1

ては、出品に対する喚起奨励及び展覧会来場を図るために継続実施する
ヴ



－52－

評価点検シート 施策･事業名 アウトリーチ活動の推進

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 51 所管課 文化振興課

政策の柏 芸術・文化の継承と創造

勤方金 心曹かな厩1年左音ｵP芸術・文ｲk沃罰1の椎准

重点目将 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進

目的 アウトリーチ活動の 錐

内
容

1音楽の街づくり事業として取り組む

アウトリーチ活動とは、演奏家を地域コミュニティーに派遣し、音楽を身近に感’

てもらう芸術・文化活動である。

本事業は、市内幼稚園・保育園、小学校、中学校を中心に演奏家を派遣し、子ど1

たちが心豊かな感性を育むことができる芸術・文化活動である

取
組
状
況
と
成
果

1エリザベート音楽大学の協力により実施

2市内幼稚園・保育園5箇所、小学校9箇所、中学校3箇所、指導教員を対象に211

アウトリーチ活動を実施した。ブラスバンド指導や､合唱指導、指導教員を対象にI

･たアウトリーチなど、実践的な内容も実施した

成果指標 24年渡実績 25年疫実羅 26年度目標 28年度目標

実施箇所数 19箇所

1,400人

19箇所

832人

20箇所

1,000人

20箇所

1,000人

課
題

音楽の普及､芸術文化への関心を高めていくために､今後も継続していく必要がある

改
善
の
方
向
性

ホール運営委員会の意見・企画等も積極的に取り入れ、アウトリーチ事業の継続に取

り組む

苧



－53－

評価点検ｼヘート 施策･事業名 出前読書活副

教育総合推進計画駿期）掲較ページ 51 所管課 図書能

政策の柏 芸術・文化の継承と倉嵯

基本方金 心曹かな感性を音ｵP芸術・文ｲﾄ活罰1の椎准

重点目綴 心豊かな感性を育む芸術・文ｲﾋ活動の推進

目的 アウトリーチ活動a 壁

広
溶

1出前読書活動の推遡

（1）保育所、幼稚園、学校等で、紙芝居やおはなし会等をした

（2）市のイベントの開催時に、商店街などで尾道の民話紙芝居を上演した

取
組
状
況
と
成
果

1出前読書活動の推遡

（1）保育所、幼稚園に職員が出向いての紙芝居やおはなし会、また、小学校や中営

校でブックトークを行い、読書磯会の提供に努めた。

（2）尾道みなと祭り（4/27）と尾道キッズフエスタ（8/3）を行った。例年実施し可

いるベッチャーまつり（11/3）は雨天のため中止した。

成果指標 24年度舞 25年度難 26年渡目標 28年度目標

出前読書活動回数 127回 99回 106厄 120恒

課
題

1中央図書館では移動図書館の巡回時におはなし会を行っているが、スケジュールの

都合で、要望に十分応えられていない

2今年度で民話紙芝居の政策が完了する。紙芝居の上演を増やす必要がある

改
善
の
方
向
性

1巡回経路の効率化に努め、少しでも多くの要望に応えられるようにする。

2紙芝居の団体貸出を増やすため、小学校、幼稚園、保育所等にPRしていく‘



－54－

評価点検シート 施策･事業名 重 要文化財保撚

教育総合推進計画（後期）掲戦ページ 52 所管課 文化振興課

職の 柏
４
〃
ｒ
■
。 芸術・文化の 露と創造

基本方金 心豊かな感性を育む芸術･文化活動の 髄

重点目噌 誇りある芸術・文化の； 犀と活月

目的 文ｲヒ けの 露と活用

〆
箔

1文化財の保存･保全の実施

2文化財の愛護精神の育成

取
組
状
況
と
成
果

1文化財の保存･保全の実捌

国宝や重要文化財の保存･保全の支援や…化財制度の活用による文化財の継承、

意識啓発を図る

（1）国宝・重要文化財の修理事業の推進

(2）

重要文化財建造物の保存修理及び防災設備の整備を行うことにより、貴重な文化

財を後世に伝えることができた。

登録文化財の調査・研究・資料収集及び登録の推進

尾道市内の建造物・記念物を調査研究し、2件の霊文1

（3）尾道市歴史的風致維持向上計画の推進

上財の申請を実施した。

尾道市歴史文化基本構想及び尾道市文化財保存活用計画に基づき、尾道市歴史白

風致維持向上計画に沿って事業を実施した。

成果指標 24年度封賓 25年疫実線 26年度目標 28年度目標

登録文化財数 30 32 33 3‘

2文化財の愛護精神の育励

文化財愛護少年団の活動や講座､研修会を通して文化財愛護精神の啓発に努める‘

（1）尾道市文化財愛護少年団を結成し、学習活動を通じて、文化財及び郷土の伝統夕

化への愛護精神が育まれるよう継続的に活動を実施した。

ア小学生を対象にした体験学習、洋上セミナー等の開催を通して教育活動を実揃

することにより、文化財を愛護する精神の高揚につながった

成果指標 24年渡実績 25年度難 26年渡目標 28年渡目標

文{園灘』》年団員勢 137 12( 130 130

課
題

1文化財の保全・保浦

国宝・重要文化財(建造物)を所有している寺院の防災設備は、老朽化による経年徴

化が進んでいる

2文化財の愛護精神の育励

児童数の減少により団員の確保が困難である

改
善
の
方
向
性

1文化財の保全･保浦

総合防災の視点から整備が必要であり、尾道市歴史文化基本構想等を核に平成26

年度から総合防災事業に着手する‘

2文化財の愛護精神の育励

愛護精神と郷士愛をもつ児童を育成するため、興味ある学習会の開催により鋤暗

を募集し団員数の維持を目指すも



－55－

評価点検シート 施策･事業宅 美術品等の収集及び調査研究の実加

教育総合推進計画（後期）掲栽ページ 53 所管謀 美術鎌

政策の柱 芸術・文化a 贈承と創造

基本方針 心豊かな感性を育む芸術･文化活動の推進

重点目標 誇りある芸術・文化の f承と活用

目的 美術芸術の継承と活用

内
容

ユ垂F脚凹凹マv〆墾…凹阿H』耳吻IノUv〆尋I

地域ゆかりの美術品等の収集・調査研究・活用に取り組み、芸術文化のまち尾道広

顕彰に努める‘

取
組
状
況
と
成
果

1芸術活動の推巡

美術館運営委員会の意見聴取のもと、美術品の収集を行い、芸#睡化のまち尾道の

顕彰に努めた。

成果指標 24年度実績 25年渡実績 26年度目将 28年稜目標

収蔵作品点勢 1,501点 1,530点 1,540点 1,560点

課
達

1尾1旦巾工夫何m目天秤Tm寺』Ⅸ乗全牛刀重nE準し7こ天m向向UﾉJⅨ隼i-労Ⅸ〕つとともWと、地

域ゆかりの文化的資源を未来へと継承していくための、基礎的情報の収集及び研究に

努める必要がある。

改
善
の
方
向
性

1美術品収集に関しては、本市の財政状況に鑑み、購入による収集は困難であること

から、引き続き寄附を中心とした収集を行う。

2収集した美術品の適正な保存・管理及び所蔵品展を開催することで計画的に市民へ

の公開を行う。



－56－

評価点検シート 施策･事業名 魅力ある文化施設の充実

教育総合推進計画（後期）掲峨ページ 5 4 所管課 文化振興譜

政策の柱 。 芸術・文化a 膿承と創造

基本方針
６
． 個性を生かした芸術・文化 殻の充実と連拶

重点目標 1 魅力ある芸術・文化施設づくり

目敵 魅力ある文化施設の充実

内
容

1尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実

ー

取
組
状
況
と
成
果

収集、研究､保存、展示の実施
（1）おのみち文学の館特別展示の実施

おのみち文学の館では､本市ゆかりの文学者の命日に合わせて特別展示を実施し
文学者の顕彰を行うなどPRに努めた

（2）おのみち映画資料館特別展の実施

常設展示に加え、おのみち歴史博物館と連携して特別展「小津安二郎と尾道」を
実施するなど、映画文化のPRに努めた。

（3）おのみち歴史博物館

所蔵品展に加え､特別展｢小津安二郎と尾道｣「よみがえる仏像｣を実施するなど
歴史文化のPRに努めた

2おのみち街かど文化館や尾道迎賓館の活用による市民の芸術文化活動の促弛
おのみち街かど文化館では､11月まで各種作品展示の場として文化団体などが稀朋

し、12月以降は尾道市立大学の付属施設として改修作業に入った。また､尾道迎賓館
においては、文化活動の場として利用促進を図った°

3本因坊秀策囲碁記念館による囲碁文化の継承と振犀
（1）第5回本因坊秀策囲碁記念館子ども囲碁大会

小・中・高校生等の参加による囲碁大会を開催し、囲碁の推進を図った

（2）初心者・中級者囲碁教室囲碁教室
毎月定期的に囲碁教室を開き、囲碁の普及に努めた。

（3）第3回本因坊秀策茶会
開館5周年を記念した茶会を開催し、文化交流を図った

成果指標 24年疫実績 25年度実懸i 26年度目槽 28年渡目標

文化施鑑入倉諸勢
(おのみち文学の雛
おのみち映画資

擁孝総
聡
欄

48,327人 47,180ノ 50,000人 52,000人

課
麗

1尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実

総入館者が減少傾向にあることから、各施設での特別展の充実や､施設間で連携し

たPRを行うことにより相乗効果を引き出す必要がある。

改
善
の
方
債
性

1尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実

各施設ならではの特別展を充実していく。また、チラシやパンフレットの作成に当

たっても、他施設の紹介をするなど、施設間の連携を進めていく。

■



－57－

評価点検シート 施策･事業名 市民に親しまれるホールの充実

教育総合推進計画（後j）掲職ページ 5 4 所管課 文化振興謀

政策の相 芸術・文化の 騨と倉瞳

基本方壷 個性を生かした芸術･文ｲり 殿の充実と連拶

重点目偶 魅力ある芸術・文化施設づくり

目的 芸術・文化にふれることのできるホールづくり

内
容

1市民に親しめるホールの充員

2市民の学習発表の場の提供

取
組
状
況
と
成
果

1市民に親しめるホールの充実

(1)fせとだパリ祭2013」「上野真フオルテピアノレクチヤーコンサーート」「第4恒暇

子のためのゆかいなコンサート」恥Ⅲ〈交響楽団メンバーによるコンサート」「ガラ

コンサート」を実施し、芸術・文化にふれる機会を提供できた

（2）芸術・文化活動を行う団体（5団体）が、練習の場として無料開放事業で延べ

7回の利用があった。

2市民の学習発表の場の提供

（1）市民ギャラリーで、音楽活動の発表の場として18回ミニコンサートが開催され

駅前の賑わいづくりに貢献したc

(2)舞台芸術育成事業として､グﾝｽ講座を開き市内小学生58人が彦劫pした｡成果
発表として「しまなみダンスコンテスト」「ダンスパフォーマンスライブ｣に出演し

た

成果指標 24年度実績 25年渡難 26年度目標 28年渡目標

自主事業入場者数 2,703人 3,009人 2,700人 2,700人

課
題

ホームページ等を活用し、広報宣伝を充実させていく必要がある

改
善
の
方
向
性

ホームページや広報宣伝方法の見直しを行い、広く情報を周知するための方法・手段

を確立する‘

ジ



－58－

評価点検シート 施策･事業堤 図書資料の整備・充実

教育総合推進計画（後期）織撹ページ 55 所管課 図書館

政策の柱 4 芸術・文化の』 騨と創造

基本方針 2 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連捜

重点目標 ： 魅力ある芸術・文化施設づく《

目的 市民から親しまれる図書館づくり

広
君

1図書資料の整備・充実

（1）一般図書の整備・充実をする。

（2）児童図書の整備・充実をする。

（3）郷土資料の収集をする。

踊
綻
状
折
と
成
果

1図書資料の整備・充実

各図書館が、それぞれの館の特色にあった資料の収集を行った

平成24年度の受け入れ図書等の数

－－舟 璽書 児童図書 郷土資料 AV資 計

中』 識 4,211 2,801 20 27 7,491

みつぎ子ども図書館 576 98］ 38 4: 1,63〔

因島図譲I 1,74〔 1,,088 15 18 3,03（

i戸田図書館 1,45E 1,028 4 21 2,552

向島子ども図書館 861 1,469 31 41 2,40（

合計 8,84§ 7,367 34 56 17,125

成果指標 24年度実績 25年度実績 26年度目屑 28年度目標

蔵書数 525,973点 540,733点 555,500点 585,000点

謡
愚

1魅力のある図書館づくりをするためには、限られた予算の中で購入図書の選別を行

い、資料の充実を図る必要があるく

2蔵書の増加に伴い、保管場所が手狭になってきている。

一
敬
一
善
α
‐
万
佑
皿
欄
］

1各館が連携し､選書会を実施し､購入図書の選別を行うことで､資料の充実を図る。

2保管場所については、副本があり利用が少ない本の廃棄を行う。．

3除籍について、基準にのっとり、5館が同じ処理をする。

● Pb
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評価点検シート 施策･事業楽 魅力ある展覧会の開鍔

教育総合推進計画(後期）掲職ページ 56 所管課 美ｳ髄ド

政策のだ 芸術・文化a 露と創造

基本方金 個性を生かした芸術･文化施設の充実と連携

重点目標 魅力ある芸術･文化施設づくり
目的 開力寸1,た美術館づくり

内
容

1魅力ある展覧会の開催

（1）展覧会企画運営事業の実施

2豊かなj1城文化を育む情報発臆

（1）ホームページ等の電子媒体を活用して、展覧会や所蔵品等の情報を発信し、美＃

館の魅力向上に努める‘

取
組
状
況
と
成
果

1魅力ある展覧会の開催

（1）地域社会に貢献する質の高い展覧会を開催し、市民らの美術鑑賞機会の充実をE

った。（特別展：6回）

（2）昨年度に引き続き、広報紙｢広報おのみち」に市民を対象とした展覧会招待券を

掲載し、美術鑑賞機会の充実を図った。

2豊かな地域文化を育む情報発偏

（1）美術館独自のホームページで展覧会…品などの情報を積極的に提供した

成果指標 24年渡鶏 25年渡難 26年度目標 28年度目標

市立美#髄官入館者調 33,157人 25,216人 30,000人 40,000人

課
題

1質の高い、魅力ある美術館賞の機会提供を図るために、特別展を6回開催したが、

入館者数は対前年比7,941人減少した。今後、より市民に親しまれる企画による展覧

会を開催していく必要がある。

2展覧会情報や利用案内だけでなく、所蔵品の作品解説など、更にホームページ等の

電子媒体を活用する範囲を広げる必要がある。

改
善
の
方
向
性

1より多くの市民に鑑賞してもらえるよう、企画内容の充実に努め、市民の関心や志

向を踏まえつつ魅力ある展覧会の創出を図る。

2美術館独自のホームページで更なる情報発信や､尾道市立美術館友の会との協働に

よる、広報活動の充実を図る。
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評価点検シート 施策･事業宅 協働による教育普及事業の実施

教育総合推進計画（後期）掲栽ページ 56 所管誤 美術鎌

政策の柱 。 芸術・文化a 露と創造

基本方針
ｆ
ｄ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携

重点目標 1 魅力ある芸術・文化施設づくり

目散 開かれた美 瀧づく！

内
容

1協働による教育普及事業の実耐

（1）各種展覧会にちなんだワークショップや関連事業などを開催する

取
組
状
況
と
成
果

1協働による教育普及事業の実施

（1）「ギャラリートーク｣、「わいわいがやがやおしゃべり鑑賞会｣、「ミュージアムコン

サート」やワークショップなど、展覧会に関連した教育普及事業の充実に取り組ん

だ

（2）尾道市美術館ネットワークと連携し、制作した尾道市美術館ネットワークパスポ

－トを市内小学校4年～6年生に酉蹄した｡

成果指標 乙4午反雫 zt>午反… 26年渡目梼 28年度目標

教育普及事業の開催

回数
32回 27回 30厄 34回

課
達

1鑑賞教育の充実を図り、幅広い芸術文化への理解と支持に応えていくことで､地域

文化の活性化に貢献していくためにも、市民との協働による教育普及活動を取り組む

中で、市民が日常的に芸術文化に親しむ機会と、豊かな感性を育む環境づくりに引き

続き取り組む必要がある。

改
善
の
方
噴
性

1市民との協働による子どもを対象にしたワークショップのより一層の充実を図ると

ともに､美術館への施設見学･校外学習の機会提案等､学校に対する広報活動を行う。

2尾道市美術館ネットワークパスポートについては、今年度から始まる「ふるさと学

習実施事業に係る美術館見学」において、見学時に活用する予定である。

や 陣
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評価点検シート 施策･事業堀 図書館の相互連携

教育総合推進計画（後期）掲載ページ 5 8 所管謀 図書鮭

政策の柏 芸術・文化a &承と創造

基本方金 個性を生かした芸術･文化 殻の充実と連挨

重点目潟
－

個性を生かした芸術・文化施設の連携

目的 図書館の相互連携

内
容

1図書館の相互連携

尾道市立図書館5館の連携を図り、図書館サービスの向上に努める。

取
組
状
況
と
成
果
↑

（1）図書館資料の相互貸借を行った

（2）ゴールデンウイークは、中央図書館の職員が逓送便の代わりをし、本が遅配{;

ならないように対応したく

（3）館長会議を開催し､課題の解決群1用者に均一したサービスが提供できるよ；

に努めた。

（4）選書会を開催し、選書、5館の連携と情報交換に努めた

（5）5館の貸出冊数を統一した

成果指標 24年渡実績 25年度難 26年渡目標 28年渡目標

アンケート調査によ

る利用者満足度（浦

足、や輪足

82.0% 85.8％ 85.8％ 86.0ツ

課
題

15館の情報交換の場を適宜設けていく必要がある

改
善
の
方
向
性

1館長会、選書会を定期的に開催していく。
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評価点検ｼ､一ト 施策.事業名 美術館の相互連携の充実

教育総合推進計画(後期)掲栽ぺ-3 58 所管課 美術館

政策のホ
４
〃
Ｐ
■
ヨ 芸術・文化の 露と創造

基本方金 個性を生かした芸術・文ｲ団 殿の充実と連携

重点目＃ 個性を生かした芸術・文ｲ回 殻 0 鑑

目的
＝

一一 髄の相互 甥

内
容

1美術館の相互i蛾の充実

市内美術館との連携の充実により、市民が日常的に芸術･文化に触れる機会創出を

図る‘

取
組
状
況
と
成
果

1美#髄の相互j灘の充実

（1）美術館連携による情報の共有化の推進

ア尾道市美術館ネットワークを組織し、情報の共有化と連携に取り組んだ

（2）美術館連携による教育普及事業の実施

ア第6回子ども学芸員の旅を開催し、48人が参効pした‘

イ尾道市美術館ネットワークパスポートを制作し､市内小学校4～6年生に配布し

た

（3）美術館連携による絵画展の実施

第7回平山郁夫美ｹ髄官賞を開催し、2,631人が出品したく

成果指標 24年度実 ヨ 25年渡寒 26年渡目標 28年度目標

連携絵画展「平山制

夫美術館賞」出品者

数

3,092人 2,631人 2,800人 3,000人

課
題

1美術館連携事業の認知度は高まりつつあるが、事業内容について更なる情報発信を

図る必阜要がある。

改
善
の
方
向
性

1美術館ホームページ充実に併せて、相互の入館者増に繋がる利用案内等の情報発信

を一層進めていく一方で、尾道市美術館ネットワークリーフレットの内容を、加盟館

の情報提供を主軸に置いた内容に改訂する。また、教育普及事業の連携開催など、各

館の魅力を相乗的に高めていく連携事業の促進を図る。



Ⅵ学識経験者の意見等

教教育委員会では、事業への取組状況等について点検及び評価を行うに当たって、

育に関し学識経験を有する方々に報告を行ない、貴重なご意見をいただきました。

これらの貴重なご意見を今後の施策・事業に活かし、さらに市民に信頼される孝

行政を推進してまいります。

さらに市民に信頼される教育

学識経験者

広島大学大学院教育学研究科教授

広島大学附属東雲小・中学校長
林孝

尾道市民生委員・児童委員 奥本美智子

意見聴取年月日

平成26年8月6日（水） 学識経験者会議
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学識経験者の意見等

1総括的意見

（1）事業・施策が成果を上げるためには、学校と教育委員会が、それぞれ担う

役割を明確にして、効果的に取り組むことが重要である。

（2）学校だけでは実現できない事業・施策も多い。学校は、地域の活性化やま

ちづくりに重要な意義を有しており、学校と地域のつながりを大切にすると

ともに、学校・家庭・地域がどのように連携・協働して取り組むかという視

点が重要である。

（3）事業・施策の実施にあたっては、市全体で取り組むべき事業も多い。教育

委員会が積極的にアピールして、市と連携して効果的に取り組んでほしい。

（4）教育に対する市民の関心や期待は大きい。教育委員会や学校の取組をわか

りやすく市民に伝えることが大切である。

（5）特色ある独自の事業・施策については、引き続き取り組んでほしい。

（6）家庭・地域の教育力の向上と、学校・家庭・地域の連携にさらに取り組ん

でほしい。

（7）学校教育と生涯学習の連続性が重要となっており、連携した取組が大切で

ある。

（8）事業を実施することは目的ではない。単に事業をするだけでは、市民の理

解は得られないので､事業を通してどのようなことを実現したいかを明確に

取り組むことが大切である。

（9）事業やイベントは、総花的に取り組むのではなく、目的や市民ニーズ等を

再確認し、改善していく必要がある。

2学校教育関係

（1）「尾道で育ってよかった｡」と言える子どもたちの育成に引き続き取り組

んでほしい。

（2）事業・施策の実施にあたっては、モデル校での取組を一様に普及させるの

ではなく、各学校の特性を踏まえてきめ細やかな支援をする必要がある。

（3）学力向上対策として家庭学習時間の増加等の成果が出ており、評価できる。

（4）コミュニケーション能力が低下している．ことが懸念される。日本語教育に

力を入れてほしい。
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(5）情報教育では、情報モラルの教育が重要である。

(6）特別支援教育は、益々重要となってきており、研修対象者の拡大等は評価

できる。さらに、専門機関との連携強化等にも引き続き取り組んでほしい。

(7）道徳は、社会生活の基本である。命の大切さ、家族関係の大切さ等をしっ

かりと教え、心から社会貢献できるような道徳性を育成してほしい。

(8）平和教育を引き続き推進してほしい。

(9）立志式は、自らの夢や志を考える良い機会であり、評価できる。さらに、

家庭や地域への還元等活用を図ってほしい。

(10）生徒指導では、学校への個別の支援等きめ細やかな対応をしてほしい。

(11）体力つくりでは､体力テストの結果が県平均を下回る原因や課題を分析し、

地道に取り組む必要がある。

(12）特色ある学校づくりとして、学校の伝統や地域との関わりを大切にした学

校づくりが重要であり、各学校の特色ある取組は評価できる。今後もなお一

層充実させてほしい。

(13）是正指導は、風化させないとともに、今後どのように取り組んでいくかが

重要である。

(14）学校評議員制度は、地域に信頼される学校づくりのために重要である。委

員の固定化等の課題はあるが、引き続き推進してほしい。

3学校施設関係

（1）安全・安心な学校施設整備は急務の課題であり、学校は、地域防災の拠点

でもある。耐震化は、迅速かつ積極的に推進すべきである。

（2）施設整備は多額の予算を要するが、整備の目的や必要性等を積極的に情報

提供し、市民の理解を得ることが必要である。

4生涯学習・スポーツ関係

（1）家庭の教育力向上のため家庭教育支援事業は重要である。真に支援を必要

とする家庭の早期把握等により、なお一層充実させてほしい。

（2）生涯学習講座は、市民のニーズに合致した魅力ある講座の一層の充実を期

待する。

（3）放課後子ども教室事業と放課後児童クラブ事業との連携に取り組んでいる

ことは、評価できる。
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(4）市民のスポーツに対する関心は高まっている。健康づくりとしてのスポー

ツを引き続き推進してほしい。

5芸術・文化関係

（1）尾道の芸術･文化は多彩であり、市民に根付いている。また、多くの芸術・

文化財産を有している。これらは尾道の誇りであり、継承しなければならな

い同

(2）芸術文化行事の中には、いわばマンネリ化しているものもあるのではない

か。特色あるものとなるよう、新たな工夫が必要である。

(3）学校教育の一環としてではなく、夏休み等に子どもたちが自発的に芸術文

化に触れることができる機会がほしい。そのような取組に期待する。

(4）文化財愛護少年団事業のように次代を見据えた取組は評価できる。地道に

続けることが大切である。

（5）図書館では､ブックスタート事業等様々な取組を行っており、評価できる。

さらに充実させてほしい。

（6）美術館は、魅力ある展覧会の開催等、さらに多くの市民が美術に親しめる

取組を期待する。
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